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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発話認識方法であって、
　予め設定された発話知識ソースに基づいて、予め設定されたクライアント情報を有する
、且つ、発話信号をデコーディングするための、サーチ空間を生成するステップであって
、前記サーチ空間は、重み付き有限状態トランスデューサ（ＷＦＳＴ）を有し、前記サー
チ空間の基本ユニットは、文脈に依存するトライフォンを有し、且つ、前記予め設定され
た発話知識ソースは、辞書、言語モデル、及びトライフォン状態バンドリングリストを有
し、前記サーチ空間を生成する前記ステップは、
　　前記トライフォン状態バンドリングリスト、前記辞書、及び前記言語モデルに基づい
ている単一のＷＦＳＴを取得するべく、ラベル置換により、予め設定された主題クラスに
対応する予め設定されたクライアント情報を少なくとも前記言語モデルに基づいている予
め生成されたＷＦＳＴに追加するステップであって、前記言語モデルは、言語モデルをト
レーニングするためのテキスト内の予め設定された名前エンティティを予め設定された主
題クラスに対応するラベルによって置換し、且つ、前記言語モデルをトレーニングするべ
く前記テキストを使用する、という方式によって事前トレーニングを通じて取得される、
ステップ、を有する、ステップと、
　認識対象の発話信号の特性ベクトルシーケンスを抽出するステップと、
　前記特性ベクトルが前記サーチ空間のそれぞれの基本ユニットに対応している確率を算
出するステップと、
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　前記特性ベクトルシーケンスに対応するワードシーケンスを取得するべく、前記確率を
入力として使用することにより、前記サーチ空間内においてデコーディング動作を実行す
るステップと、
　を有する方法。
【請求項２】
　前記トライフォン状態バンドリングリスト、前記辞書、及び前記言語モデルに基づいて
いる単一のＷＦＳＴを取得するべく、ラベル置換により、予め設定された主題クラスに対
応する予め設定されたクライアント情報を少なくとも前記言語モデルに基づいている予め
生成されたＷＦＳＴに追加する前記ステップは、
　前記ラベル置換により、前記予め設定された主題クラスに対応する前記予め設定された
クライアント情報を前記言語モデルに基づいている予め生成されたＷＦＳＴに追加するス
テップと、
　前記単一のＷＦＳＴを取得するべく、前記予め設定されたクライアント情報が追加され
た前記ＷＦＳＴを前記トライフォン状態バンドリングリスト及び前記辞書に基づいている
予め生成されたＷＦＳＴと組み合わせるステップと、
　を有する、請求項１に記載の発話認識方法。
【請求項３】
　前記言語モデルをトレーニングするための前記テキストは、前記予め設定された主題ク
ラスのテキストを意味している、請求項１に記載の発話認識方法。
【請求項４】
　前記予め設定された主題クラスの数は、少なくとも二つであり、前記言語モデルの数及
び少なくとも前記言語モデルに基づいている前記ＷＦＳＴの数は、それぞれ、前記予め設
定された主題クラスの前記数と同一であり、
　ラベル置換により、予め設定された主題クラスに対応する予め設定されたクライアント
情報を少なくとも前記言語モデルに基づいている予め生成されたＷＦＳＴに追加する前記
ステップは、
　前記認識対象の発話信号が属する予め設定された主題クラスを判定するステップと、
　前記予め設定された主題クラスに対応する、且つ、少なくとも前記言語モデルに基づい
ている、前記予め生成されたＷＦＳＴを選択するステップと、
　対応するラベルを前記予め設定された主題クラスに対応する予め設定されたクライアン
ト情報によって置換することにより、前記予め設定されたクライアント情報を前記選択さ
れたＷＦＳＴに追加するステップと、
　を有する、請求項１に記載の発話認識方法。
【請求項５】
　前記認識対象の発話信号が属する予め設定された主題クラスを判定する前記ステップは
、
　前記発話信号を収集するクライアント又はアプリケーションのタイプに従って、前記認
識対象の発話信号が属する前記予め設定された主題クラスを判定する、
　という方式により、実現されている、請求項４に記載の発話認識方法。
【請求項６】
　前記予め設定された主題クラスは、電話をかけること、テキストメッセージを送信する
こと、歌を演奏すること、又は命令を設定することを有し、且つ、
　前記対応する予め設定されたクライアント情報は、連絡先名簿内の連絡先の名前、歌ラ
イブラリ内の歌の名前、又は命令セット内の命令を有する、
　請求項５に記載の発話認識方法。
【請求項７】
　前記組合せ動作は、予測に基づいた方法を使用することにより、組み合わせるステップ
を有する、請求項２に記載の発話認識方法。
【請求項８】
　前記言語モデルを事前トレーニングするべく使用されるワードリストは、前記辞書内に
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含まれているワードと一貫性を有する、請求項１に記載の発話認識方法。
【請求項９】
　前記特性ベクトルが前記サーチ空間のそれぞれの基本ユニットに対応している確率を算
出する前記ステップは、
　前記特性ベクトルがそれぞれのトライフォン状態に対応している確率を算出するべく、
予めトレーニングされたＤＮＮ（Deep Neural Network）モデルを使用するステップと、
　前記特性ベクトルがそれぞれのトライフォン状態に対応している前記確率に従って前記
特性ベクトルがそれぞれのトライフォンに対応している確率を算出するべく、予めトレー
ニングされたＨＭＭ（Hidden Markov Model）モデルを使用するステップと、
　を有する、請求項１に記載の発話認識方法。
【請求項１０】
　実行速度は、前記特性ベクトルが前記それぞれのトライフォン状態に対応している前記
確率を算出するべく予めトレーニングされたＤＮＮを使用するステップのために、ハード
ウェアプラットフォームによって提供されるデータ並列処理能力を使用する、という方式
により、改善されている、請求項９に記載の発話認識方法。
【請求項１１】
　認識対象の発話信号の特性ベクトルシーケンスを抽出する前記ステップは、
　複数のオーディオフレームを取得するべく、予め設定されたフレーム長に従って認識対
象の発話信号に対してフレーム分割処理を実行するステップと、
　前記特性ベクトルシーケンスを取得するべく、それぞれのオーディオフレームの特性ベ
クトルを抽出するステップと、
　を有する、請求項１～１０のいずれか一項に記載の発話認識方法。
【請求項１２】
　それぞれのオーディオフレームの特性ベクトルを抽出する前記ステップは、ＭＦＣＣ（
Mel Frequency Cepstrum Coefficient）特性、ＰＬＰ（Perceptual Linear Predictive）
特性、又はＬＰＣ（Linear Predictive Coding）特性を抽出するステップを有する、請求
項１１に記載の発話認識方法。
【請求項１３】
　前記特性ベクトルシーケンスに対応するワードシーケンスを取得した後に、
　前記予め設定されたクライアント情報との間においてテキストマッチングを実行するこ
とにより、前記ワードシーケンスの精度を検証し、且つ、前記検証の結果に従って対応す
る発話認識結果を生成する、
　という動作が実行されている、請求項１～１０のいずれか一項に記載の発話認識方法。
【請求項１４】
　前記予め設定されたクライアント情報との間においてテキストマッチングを実行するこ
とにより、前記ワードシーケンスの前記精度を検証し、且つ、前記検証の結果に従って対
応する発話認識結果を取得するステップは、
　前記ワードシーケンスから、前記予め設定されたクライアント情報に対応する検証対象
のワードを選択するステップと、
　前記予め設定されたクライアント情報内において前記検証対象のワードをサーチするス
テップと、
　前記検証対象のワードが見出された場合に、前記精度検証に合格していると判定し、且
つ、前記ワードシーケンスを前記発話認識結果として使用し、且つ、さもなければ、ピン
インに基づいたファジーマッチングにより、前記ワードシーケンスを訂正し、且つ、前記
訂正済みのワードシーケンスを前記発話認識結果として使用するステップと、
　を有する、請求項１３に記載の発話認識方法。
【請求項１５】
　ピンインに基づいたファジーマッチングによって前記ワードシーケンスを訂正する前記
ステップは、
　前記検証対象のワードを検証対象のピンインシーケンスに変換するステップと、
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　それぞれ、前記予め設定されたクライアント情報内のそれぞれのワードを比較ピンイン
シーケンスに変換するステップと、
　前記検証対象のピンインシーケンスとそれぞれの比較ピンインシーケンスとの間の類似
性の程度を順番に算出し、且つ、前記類似性の程度の下降順においてソートされた後に、
前記予め設定されたクライアント情報から高位にランク付けされたワードを選択するステ
ップと、
　前記ワードシーケンス内において前記検証対象のワードを置換して前記訂正済みのワー
ドシーケンスを取得するべく、前記選択されたワードを使用するステップと、
　を有する、請求項１４に記載の発話認識方法。
【請求項１６】
　前記類似性の程度は、編集距離に従って算出された類似性の程度を有する、請求項１５
に記載の発話認識方法。
【請求項１７】
　前記方法は、クライアント装置上において実装され、前記クライアント装置は、スマー
トモバイル端末、スマートスピーカ、又はロボットを有する、請求項１～１０のいずれか
一項に記載の発話認識方法。
【請求項１８】
　発話認識装置であって、
　予め設定された発話知識ソースに基づいて、予め設定されたクライアント情報を有する
、且つ、発話信号をデコーディングするための、サーチ空間を生成するように構成された
サーチ空間生成ユニットと、
　認識対象の発話信号の特性ベクトルシーケンスを抽出するように構成された特性ベクト
ル抽出ユニットと、
　前記特性ベクトルが前記サーチ空間のそれぞれの基本ユニットに対応している確率を算
出するように構成された確率算出ユニットと、
　前記特性ベクトルシーケンスに対応するワードシーケンスを取得するべく、前記確率を
入力として使用することにより、前記サーチ空間内においてデコーディング動作を実行す
るように構成されたデコーディングサーチユニットと、
　ここで、前記サーチ空間生成ユニットは、ラベル置換により、トライフォン状態バンド
リングリスト、辞書、及び言語モデルに基づいている単一のＷＦＳＴを取得するべく、予
め設定された主題クラスに対応する予め設定されたクライアント情報を少なくとも前記言
語モデルに基づいている予め生成されたＷＦＳＴに追加するように構成されており、
　言語モデルトレーニングユニットであって、前記言語モデルは、前記言語モデルトレー
ニングユニットによって予め生成され、且つ、前記言語モデルトレーニングユニットは、
言語モデルをトレーニングするためのテキスト内の予め設定された名前エンティティを予
め設定された主題クラスに対応するラベルによって置換するように、且つ、前記言語モデ
ルをトレーニングするべく前記テキストを使用するように、構成されている、言語モデル
トレーニングユニットと、
　を有する装置。
【請求項１９】
　前記サーチ空間生成ユニットは、
　ラベル置換により、前記予め設定された主題クラスに対応する前記予め設定されたクラ
イアント情報を前記言語モデルに基づいている予め生成されたＷＦＳＴに追加するように
構成された第一クライアント情報追加サブユニットと、
　前記単一のＷＦＳＴを取得するべく、前記予め設定されたクライアント情報が追加され
た前記ＷＦＳＴを前記トライフォン状態バンドリングリスト及び前記辞書に基づいている
予め生成されたＷＦＳＴと組み合わせるように構成されたＷＦＳＴ組合せサブユニットと
、
　を有する、請求項１８に記載の発話認識装置。
【請求項２０】
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　前記サーチ空間生成ユニットは、
　ラベル置換により、予め設定された主題クラスに対応する予め設定されたクライアント
情報を少なくとも前記言語モデルに基づいている予め生成されたＷＦＳＴに追加するよう
に構成された第二クライアント情報追加サブユニットと、
　前記第二クライアント情報追加サブユニットが前記追加動作を完了した後に、前記トラ
イフォン状態バンドリングリスト、前記辞書、及び前記言語モデルに基づいている単一の
ＷＦＳＴを取得するように構成された統合型のＷＦＳＴ取得サブユニットと、
　を有し、且つ、
　前記第二クライアント情報追加サブユニットは、
　前記認識対象の発話信号が属する予め設定された主題クラスを判定するように構成され
た主題判定サブユニットと、
　前記予め設定された主題クラスに対応する、且つ、少なくとも前記言語モデルに基づい
ている、前記予め生成されたＷＦＳＴを選択するように構成されたＷＦＳＴ選択サブユニ
ットと、
　対応するラベルを前記予め設定された主題クラスに対応する予め設定されたクライアン
ト情報によって置換することにより、前記予め設定されたクライアント情報を前記選択さ
れたＷＦＳＴに追加するように構成されたラベル置換サブユニットと、
　を有する、請求項１８に記載の発話認識装置。
【請求項２１】
　前記主題判定サブユニットは、前記発話信号を収集する前記クライアント又はアプリケ
ーションプログラムのタイプに従って、前記認識対象の発話信号が属する前記予め設定さ
れた主題クラスを判定するように構成されている、請求項２０に記載の発話認識装置。
【請求項２２】
　前記ＷＦＳＴ組合せサブユニットは、予測に基づいた方法を使用することにより、前記
組合せ動作を実行するように、且つ、前記単一のＷＦＳＴを取得するように、構成されて
いる、請求項１９に記載の発話認識装置。
【請求項２３】
　前記確率算出ユニットは、
　前記特性ベクトルがそれぞれのトライフォン状態に対応している確率を算出するべく、
予めトレーニングされたＤＮＮ（Deep Neural Network）モデルを使用するように構成さ
れたトライフォン状態確率算出サブユニットと、
　前記特性ベクトルがそれぞれのトライフォン状態に対応している前記確率に従って前記
特性ベクトルがそれぞれのトライフォンに対応している確率を算出するべく、予めトレー
ニングされたＨＭＭ（Hidden Markov Model）モデルを使用するように構成されたトライ
フォン確率算出サブユニットと、
　を有する、請求項１８に記載の発話認識装置。
【請求項２４】
　前記特性ベクトル抽出ユニットは、
　複数のオーディオフレームを取得するべく、予め設定されたフレーム長に従ってフレー
ム分割処理を前記認識対象の発話信号に対して実行するように構成されたフレーム分割サ
ブユニットと、
　前記特性ベクトルシーケンスを取得するべく前記それぞれのオーディオフレームの特性
ベクトルを抽出するように構成された特性抽出サブユニットと、
　を有する、請求項１８～２３のいずれか一項に記載の発話認識装置。
【請求項２５】
　前記デコーディングサーチユニットが前記特性ベクトルシーケンスに対応するワードシ
ーケンスを取得した後に、前記予め設定されたクライアント情報との間においてテキスト
マッチングを実行することにより、前記ワードシーケンスの精度を検証するように、且つ
、前記検証の結果に従って対応する発話認識結果を生成するように、構成された精度検証
ユニット、
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　を有する、請求項１８～２３のいずれか一項に記載の発話認識装置。
【請求項２６】
　前記精度検証ユニットは、
　前記ワードシーケンスから前記予め設定されたクライアント情報に対応する検証対象の
ワードを選択するように構成された検証対象ワード選択サブユニットと、
　前記予め設定されたクライアント情報内において前記検証対象のワードについてサーチ
するように構成されたサーチサブユニットと、
　前記サーチサブユニットが前記検証対象のワードを見出した際に、前記精度検証に合格
したと判定するように、且つ、前記ワードシーケンスを前記発話認識結果として使用する
ように、構成された認識結果判定サブユニットと、
　前記サーチサブユニットが前記検証対象のワードを見出さない際に、ピンインに基づい
たファジーマッチングにより、前記ワードシーケンスを訂正するように、且つ、前記訂正
済みのワードシーケンスを前記発話認識結果として使用するように、構成された認識結果
訂正サブユニットと、
　を有する、請求項２５に記載の発話認識装置。
【請求項２７】
　前記認識結果訂正サブユニットは、
　前記検証対象のワードを検証対象のピンインシーケンスに変換するように構成された検
証対象ピンインシーケンス変換サブユニットと、
　それぞれ、前記予め設定されたクライアント情報内のそれぞれのワードを比較ピンイン
シーケンスに変換するように構成された比較ピンインシーケンス変換サブユニットと、
　前記検証対象のピンインシーケンスとそれぞれの比較ピンインシーケンスとの間の類似
性の程度を順番に算出するように、且つ、前記類似性の前記程度の下降順においてソート
された後に、前記予め設定されたクライアント情報から高位にランク付けされたワードを
選択するように、構成された類似性の程度算出サブユニットと、
　前記ワードシーケンス内において前記検証対象のワードを置換して前記訂正済みのワー
ドシーケンスを取得するべく、前記選択されたワードを使用するように構成された検証対
象ワード置換サブユニットと、
　を有する、請求項２６に記載の発話認識装置。
【請求項２８】
　発話認識方法であって、
　デコーディングを通じて、認識対象の発話信号に対応するワードシーケンスを取得する
ステップと、
　予め設定されたクライアント情報との間においてテキストマッチングを実行することに
より、前記ワードシーケンスの精度を検証し、且つ、前記検証の結果に従って対応する発
話認識結果を生成するステップであって、前記予め設定されたクライアント情報との間に
おいてテキストマッチングを実行することにより、前記ワードシーケンスの前記精度を検
証し、且つ、前記検証の結果に従って対応する発話認識結果を生成するステップは、
　　前記予め設定されたクライアント情報に対応する検証対象のワードを前記ワードシー
ケンスから選択するステップと、
　　前記予め設定されたクライアント情報内において前記検証対象のワードについてサー
チするステップと、
　　前記検証対象のワードが見出された場合に、前記精度検証に合格したと判定し、且つ
、前記ワードシーケンスを前記発話認識結果として使用し、且つ、さもなければ、ピンイ
ンに基づいたファジーマッチングにより、前記ワードシーケンスを訂正し、且つ、前記訂
正済みのワードシーケンスを前記発話認識結果として使用するステップと、
　を有する、ステップ、と、
　を有する方法。
【請求項２９】
　ピンインに基づいたファジーマッチングにより、前記ワードシーケンスを訂正する前記
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ステップは、
　前記検証対象のワードを検証対象のピンインシーケンスに変換するステップと、
　それぞれ、前記予め設定されたクライアント情報内のそれぞれのワードを比較ピンイン
シーケンスに変換するステップと、
　前記検証対象のピンインシーケンスとそれぞれの比較ピンインシーケンスとの間の類似
性の程度を順番に算出し、且つ、前記類似性の程度の下降順においてソートされた後に、
前記予め設定されたクライアント情報から高位にランク付けされたワードを選択するステ
ップと、
　前記ワードシーケンス内において前記検証対象のワードを置換して前記訂正済みのワー
ドシーケンスを取得するべく、前記選択されたワードを使用するステップと、
　を有する、請求項２８に記載の発話認識方法。
【請求項３０】
　発話認識装置であって、
　デコーディングを通じて、認識対象の発話信号に対応するワードシーケンスを取得する
ように構成されたワードシーケンス取得ユニットと、
　予め設定されたクライアント情報との間においてテキストマッチングを実行することに
より、前記ワードシーケンスの精度を検証するように、且つ、前記検証の結果に従って対
応する発話認識結果を生成するように、構成されたワードシーケンス検証ユニットであっ
て、前記ワードシーケンス検証ユニットは、
　　前記予め設定されたクライアント情報に対応する検証対象のワードを前記ワードシー
ケンスから選択するように構成された検証対象ワード選択サブユニットと、
　　前記予め設定されたクライアント情報内において前記検証対象のワードについてサー
チするように構成されたサーチサブユニットと、
　　前記サーチサブユニットが前記検証対象のワードを見出した際に、前記精度検証に合
格したと判定するように、且つ、前記ワードシーケンスを前記発話認識結果として使用す
るように、構成された認識結果判定サブユニットと、
　　前記サーチサブユニットが前記検証対象のワードを見出さない際に、ピンインに基づ
いたファジーマッチングにより、前記ワードシーケンスを訂正するように、且つ、前記訂
正済みのワードシーケンスを前記発話認識結果として使用するように、構成された認識結
果訂正サブユニットと、
　を有する、ワードシーケンス検証ユニットと、
　を有する装置。
【請求項３１】
　前記認識結果訂正サブユニットは、
　前記検証対象のワードを検証対象のピンインシーケンスに変換するように構成された検
証対象のピンインシーケンス変換サブユニットと、
　それぞれ、前記予め設定されたクライアント情報内のそれぞれのワードを比較ピンイン
シーケンスに変換するように構成された比較ピンインシーケンス変換サブユニットと、
　前記検証対象のピンインシーケンスとそれぞれの比較ピンインシーケンスとの間の類似
性の程度を順番に算出するように、且つ、前記類似性の程度の下降順においてソートされ
た後に、前記予め設定されたクライアント情報から高位にランク付けされたワードを選択
するように、構成された類似性の程度算出サブユニットと、
　前記ワードシーケンス内において前記検証対象のワードを置換して前記訂正済みのワー
ドシーケンスを取得するべく、前記選択されたワードを使用するように構成された検証対
象ワード置換サブユニットと、
　を有する、請求項３０に記載の発話認識装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２０１５年１１月６日付で出願された「Speech Recognition Method and Ap



(8) JP 6686154 B2 2020.4.22

10

20

30

40

50

paratus」という名称の中国特許出願第201510752397.4号の優先権を主張するものであり
、この特許文献の内容は、引用により、そのすべてが本明細書に包含される。
【０００２】
　本出願は、発話認識技術に関し、且つ、更に詳しくは、発話認識方法及び装置に関する
。同時に、本出願は、別の発話認識方法及び装置にも関する。
【背景技術】
【０００３】
　発話は、言語の音響的な表現であり、人間が情報を交換するための最も自然な、最も効
果的な、且つ、最も便利な手段であり、且つ、人間の考えを伝達するための媒体でもある
。自動発話認識（ＡＳＲ：Automatic Speech Recognition）は、通常、発話の認識及び解
釈を通じて、コンピュータのような装置が人間によって発話された内容を対応する出力テ
キスト又は命令に変換するプロセスを意味している。核心的なフレームワークは、統計モ
デルのモデル化に基づいて、且つ、認識対象の発話信号から抽出された特性シーケンスＯ
に従って、以下のベイズ決定規則を使用することにより、認識対象の発話信号に対応する
最適なワードシーケンスＷ*を算出するというものである。
【０００４】
Ｗ*＝ａｒｇｍａｘＰ（Ｏ｜Ｗ）Ｐ（Ｗ）
【０００５】
　ある種の実装形態においては、最適なワードシーケンスをもたらす上述のプロセスは、
デコーディングプロセスと呼称されており（デコーディング機能を実現するためのモジュ
ールは、通常、デコーダと呼称される）、即ち、上述の式によって示されている最適なワ
ードシーケンスは、辞書、言語モデル、及びこれらに類似したものなどの様々な知識ソー
スによって形成されたサーチ空間におけるサーチを通じて見出されている。
【０００６】
　様々な技術の開発に伴って、ハードウェア演算能力及びストレージ容量が大幅に改善さ
れている。発話認識システムが産業界において徐々に適用されており、且つ、発話を人間
－機械相互作用媒体として使用する様々なアプリケーションも、クライアント装置におい
て登場しており、例えば、スマートフォン上の通話アプリケーションは、ユーザが（「Zh
an San に電話をかけなさい」などの）発話命令を与えただけで、自動的に電話をかける
ことができる。
【０００７】
　既存の発話認識アプリケーションは、通常、二つのモードを使用している。一つのモデ
ルは、クライアント及びサーバに基づくものであり、即ち、クライアントが発話を収集し
、この発話がネットワークを介してサーバにアップロードされ、且つ、サーバが、デコー
ディングを介して発話を認識してテキストを取得し、且つ、テキストをクライアントに送
信している。このようなモードが採用されている理由は、クライアントが相対的に弱い演
算能力と、限られたメモリ空間と、を有する一方で、サーバが、これらの二つの側面にお
いて大きな利点を有しているからである。但し、このモードが使用される際にネットワー
クアクセスが存在していない場合には、クライアントは、発話認識機能を完了させること
ができない。この問題点に鑑み、クライアントにのみ依存する発話認識アプリケーション
の第二のモードが開発されるに至った。このようなモードにおいては、元々サーバ上にお
いて保存されていたモデル及びサーチ空間が、クライアント装置上においてローカルに保
存するように、ダウンサイジングされ、且つ、クライアントが、発話の収集及びデコーデ
ィングの動作を単独で完了させている。
【０００８】
　実際のアプリケーションにおいて、上述の一般的なフレームワークが第一モード又は第
二モードにおいて発話認識のために使用される際には、通常、例えば、連絡先名簿内の連
絡先の名前などの、クライアント装置のローカル情報に関係する発話信号内のコンテンツ
を効果的に認識することが不可能であり、これにより、認識精度が低下し、その結果、ユ
ーザに不便がもたらされると共に、ユーザ経験に影響が及ぶことになる。
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【発明の概要】
【０００９】
　本出願の実施形態は、既存の発話認識技術がクライアントの適切なローカル情報の認識
において低い精度しか有していないという問題を解決するための発話認識方法及び装置を
提供している。本出願の実施形態は、別の発話認識方法及び装置を更に提供している。
【００１０】
　本出願は、予め設定された発話知識ソースを利用することにより、予め設定されたクラ
イアント情報を有する、且つ、発話信号をデコーディングするための、サーチ空間を生成
するステップと、認識対象の発話信号の特性ベクトルシーケンスを抽出するステップと、
特性ベクトルがサーチ空間のそれぞれの基本ユニットに対応している確率を算出するステ
ップと、特性ベクトルシーケンスに対応するワードシーケンスを取得するべく、確率を入
力として使用することにより、サーチ空間内においてデコーディング動作を実行するステ
ップと、を有する発話認識方法を提供している。
【００１１】
　任意選択により、サーチ空間は、重み付き有限状態トランスデューサ（ＷＦＳＴ：Weig
hted Finite State Transducer）を有する。
【００１２】
　任意選択により、サーチ空間の基本ユニットは、コンテキストに依存したトライフォン
を有し、予め設定された発話知識ソースは、辞書、言語モデル、及びトライフォン状態バ
ンドリングリストを有する。
【００１３】
　任意選択により、予め設定された発話知識ソースを利用することにより、予め設定され
たクライアント情報を有する、且つ、発話信号をデコーディングするための、サーチ空間
を生成するステップは、トライフォン状態バンドリングリスト、辞書、及び言語モデルに
基づいている単一のＷＦＳＴを取得するべく、ラベル置換により、予め設定された主題ク
ラスに対応する予め設定されたクライアント情報を少なくとも言語モデルに基づいている
予め生成されたＷＦＳＴに追加するステップを有する。言語モデルは、言語モデルをトレ
ーニングするためのテキスト内の予め設定された名前エンティティを予め設定された主題
クラスに対応するラベルによって置換し、且つ、言語モデルをトレーニングするべくテキ
ストを使用する、という方式による事前トレーニングを通じて取得される。
【００１４】
　任意選択により、トライフォン状態バンドリングリスト、辞書、及び言語モデルに基づ
いている単一のＷＦＳＴを取得するべく、ラベル置換により、予め設定された主題クラス
に対応する予め設定されたクライアント情報を少なくとも言語モデルに基づいている予め
生成されたＷＦＳＴに追加するステップは、ラベル置換により、予め設定された主題クラ
スに対応する予め設定されたクライアント情報を言語モデルに基づいている予め生成され
たＷＦＳＴに追加するステップと、単一のＷＦＳＴを取得するべく、予め設定されたクラ
イアント情報が追加されたＷＦＳＴをトライフォン状態バンドリングリスト及び辞書に基
づいている予め生成されたＷＦＳＴと組み合わせるステップと、を有する。
【００１５】
　任意選択により、言語モデルをトレーニングするためのテキストは、予め設定された主
題クラス用のテキストを意味している。
【００１６】
　任意選択により、予め設定された主題クラスの数は、少なくとも二つであり、言語モデ
ルの数及び少なくとも言語モデルに基づいているＷＦＳＴの数は、それぞれ、予め設定さ
れた主題クラスの数と同一であり、ラベル置換により、予め設定された主題クラスに対応
する予め設定されたクライアント情報を少なくとも言語モデルに基づいている予め生成さ
れたＷＦＳＴに追加するステップは、認識対象の発話信号が属する予め設定された主題ク
ラスを判定するステップと、予め設定された主題クラスに対応する、且つ、少なくとも言
語モデルに基づいている、予め生成されたＷＦＳＴを選択するステップと、対応するラベ
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ルを予め設定された主題クラスに対応する予め設定されたクライアント情報によって置換
することにより、予め設定されたクライアント情報を選択されたＷＦＳＴに追加するステ
ップと、を有する。
【００１７】
　任意選択により、認識対象の発話信号が属する予め設定された主題クラスを判定するス
テップは、発話信号を収集するクライアント又はアプリケーションプログラムのタイプに
従って、認識対象の発話信号が属する予め設定された主題クラスを判定する、という方式
によって実現されている。
【００１８】
　任意選択により、予め設定された主題クラスは、電話をかけること、テキストメッセー
ジを送信すること、歌を演奏すること、或いは、命令を設定することを有し、対応する予
め設定されたクライアント情報は、連絡先名簿内の連絡先の名前、歌ライブラリ内の歌の
名前、又は命令セット内の命令を有する。
【００１９】
　任意選択により、組合せ動作は、予測に基づいた方法を使用することにより、組み合わ
せるステップを有する。
【００２０】
　任意選択により、言語モデルを事前トレーニングするべく使用されるワードリストは、
辞書内に含まれているワードと一貫性を有する。
【００２１】
　任意選択により、特性ベクトルがサーチ空間のそれぞれの基本ユニットに対応している
確率を算出するステップは、特性ベクトルがそれぞれのトライフォン状態に対応している
確率を算出するべく、予めトレーニングされたＤＮＮ（Deep Neural Network）モデルを
使用するステップと、特性ベクトルがそれぞれのトライフォン状態に対応している確率に
従って特性ベクトルがそれぞれのトライフォンに対応している確率を算出するべく、予め
トレーニングされたＨＭＭ（Hidden Markov Model）モデルを使用するステップと、を有
する。
【００２２】
　任意選択により、実行速度は、特性ベクトルがそれぞれのトライフォン状態に対応して
いる確率を算出するべく、予めトレーニングされたＤＭＭモデルを使用するステップのた
めに、ハードウェアプラットフォームによって提供されているデータ並列処理能力を使用
する、という方式によって改善されている。
【００２３】
　任意選択により、認識対象の発話信号の特性ベクトルシーケンスを抽出するステップは
、複数のオーディオフレームを取得するべく、予め設定されたフレーム長に従って認識対
象の発話信号に対してフレーム分割処理を実行するステップと、特性ベクトルシーケンス
を取得するべく、それぞれのオーディオフレームの特性ベクトルを抽出するステップと、
を有する。
【００２４】
　任意選択により、それぞれのオーディオフレームの特性ベクトルを抽出するステップは
、ＭＦＣＣ（Mel Frequency Cepstrum Coefficient）特性、ＰＬＰ（Perceptual Linear 
Predictive）特性、又はＬＰＣ（Linear Predictive Coding）特性を抽出するステップを
有する。
【００２５】
　任意選択により、特性ベクトルシーケンスに対応するワードシーケンスを取得した後に
、予め設定されたクライアント情報との間においてテキストマッチングを実行することに
より、ワードシーケンスの精度を検証し、且つ、検証の結果に従って対応する発話認識結
果を生成する、という動作が実行される。
【００２６】
　任意選択により、予め設定されたクライアント情報との間においてテキストマッチング
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を実行することにより、ワードシーケンスの精度を検証し、且つ、検証の結果に従って対
応する発話認識結果を取得するステップは、ワードシーケンスから予め設定されたクライ
アント情報に対応する検証対象のワードを選択するステップと、予め設定されたクライア
ント情報内において検証対象のワードについてサーチするステップと、検証対象のワード
が見出された場合に、精度検証に合格したと判定し、且つ、ワードシーケンスを発話認識
結果として使用し、さもなければ、ピンインに基づいたファジーマッチングによってワー
ドシーケンスを訂正し、且つ、訂正済みのワードシーケンスを発話認識結果として使用す
るステップと、を有する。
【００２７】
　任意選択により、ピンインに基づいたファジーマッチングによってワードシーケンスを
訂正するステップは、検証対象のワードを検証対象のピンインシーケンスに変換するステ
ップと、それぞれ、予め設定されたクライアント情報内のそれぞれのワードを比較ピンイ
ンシーケンスに変換するステップと、検証対象のピンインシーケンスとそれぞれの比較ピ
ンインシーケンスとの間の類似性の程度を順番に算出し、且つ、類似性の程度の下降順に
おいてソートされた後に、予め設定されたクライアント情報から高位にランク付けされた
ワードを選択するステップと、ワードシーケンス内において検証対象のワードを置換して
訂正済みのワードシーケンスを取得するべく、選択されたワードを使用するステップと、
を有する。
【００２８】
　任意選択により、類似性の程度は、編集距離に従って算出された類似性の程度を有する
。
【００２９】
　任意選択により、方法は、クライアント装置上において実装され、クライアント装置は
、スマートモバイル端末、スマートスピーカ、又はロボットを有する。
【００３０】
　対応する方式により、本出願は、予め設定された発話知識ソースを利用することにより
、予め設定されたクライアント情報を有する、且つ、発話信号をデコーディングするため
の、サーチ空間を生成するように構成されたサーチ空間生成ユニットと、認識対象の発話
信号の特性ベクトルシーケンスを抽出するように構成された特性ベクトル抽出ユニットと
、特性ベクトルがサーチ空間のそれぞれの基本ユニットに対応している確率を算出するよ
うに構成された確率算出ユニットと、特性ベクトルシーケンスに対応するワードシーケン
スを取得するべく、確率を入力として使用することにより、サーチ空間内においてデコー
ディング動作を実行するように構成されたデコーディングサーチユニットと、を有する発
話認識装置を更に提供している。
【００３１】
　任意選択により、サーチ空間生成ユニットは、トライフォン状態バンドリングリスト、
辞書、及び言語モデルに基づいている単一のＷＦＳＴを取得するべく、ラベル置換により
、予め設定された主題クラスに対応する予め設定されたクライアント情報を少なくとも言
語モデルに基づいている予め生成されたＷＦＳＴに追加するように構成されており、言語
モデルは、言語モデルトレーニングユニットによって予め生成され、且つ、言語モデルト
レーニングユニットは、言語モデルをトレーニングするためのテキスト内の予め設定され
た名前エンティティを予め設定された主題クラスに対応するラベルによって置換するよう
に、且つ、言語モデルをトレーニングするべくテキストを使用するように、構成されてい
る。
【００３２】
　任意選択により、サーチ空間生成ユニットは、ラベル置換により、予め設定された主題
クラスに対応する予め設定されたクライアント情報を言語モデルに基づいている予め生成
されたＷＦＳＴに追加するように構成された第一クライアント情報追加サブユニットと、
単一のＷＦＳＴを取得するべく、予め設定されたクライアント情報が追加されたＷＦＳＴ
をトライフォン状態バンドリングリスト及び辞書に基づいている予め生成されたＷＦＳＴ
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と組み合わせるように構成されたＷＦＳＴ組合せサブユニットと、を有する。
【００３３】
　任意選択により、サーチ空間生成ユニットは、ラベル置換により、予め設定された主題
クラスに対応する予め設定されたクライアント情報を少なくとも言語モデルに基づいてい
る予め生成されたＷＦＳＴに追加するように構成された第二クライアント情報追加サブユ
ニットと、第二クライアント情報追加サブユニットが追加動作を完了した後に、トライフ
ォン状態バンドリングリスト、辞書、及び言語モデルに基づいている単一のＷＦＳＴを取
得するように構成された統合型のＷＦＳＴ取得サブユニットと、を有する。第二クライア
ント情報追加サブユニットは、認識対象の発話信号が属する予め設定された主題クラスを
判定するように構成された主題判定サブユニットと、予め設定された主題クラスに対応す
る、且つ、少なくとも言語モデルに基づいている、予め生成されたＷＦＳＴを選択するよ
うに構成されたＷＦＳＴ選択サブユニットと、対応するラベルを予め設定された主題クラ
スに対応する予め設定されたクライアント情報によって置換することにより、予め設定さ
れたクライアント情報を選択されたＷＦＳＴに追加するように構成されたラベル置換サブ
ユニットと、を有する。
【００３４】
　任意選択により、主題判定サブユニットは、発話信号を収集するクライアント又はアプ
リケーションプログラムのタイプに従って、認識対象の発話信号が属する予め設定された
主題クラスを判定するように構成されている。
【００３５】
　任意選択により、ＷＦＳＴ組合せサブユニットは、予測に基づいた方法を使用すること
により、組合せ動作を実行するように、且つ、単一のＷＦＳＴを取得するように、構成さ
れている。
【００３６】
　任意選択により、確率算出ユニットは、特性ベクトルがそれぞれのトライフォン状態に
対応している確率を算出するべく、予めトレーニングされたＤＮＮモデルを使用するよう
に構成されたトライフォン状態確率算出サブユニットと、特性ベクトルがそれぞれのトラ
イフォン状態に対応している確率に従って特性ベクトルがそれぞれのトライフォンに対応
している確率を算出するべく、予めトレーニングされたＨＭＭモデルを使用するように構
成されたトライフォン確率算出サブユニットと、を有する。
【００３７】
　任意選択により、特性ベクトル抽出ユニットは、複数のオーディオフレームを取得する
べく、予め設定されたフレーム長に従って、認識対象の発話信号に対してフレーム分割処
理を実行するように構成されたフレーム分割サブユニットと、特性ベクトルシーケンスを
取得するべく、それぞれのオーディオフレームの特性ベクトルを抽出するように構成され
た特性抽出サブユニットと、を有する。
【００３８】
　任意選択により、装置は、デコーディングサーチユニットが特性ベクトルシーケンスに
対応するワードシーケンスを取得した後に、予め設定されたクライアント情報との間にお
いてテキストマッチングを実行することにより、ワードシーケンスの精度を検証するよう
に、且つ、検証の結果に従って対応する発話認識結果を生成するように、構成された精度
検証ユニットを有する。
【００３９】
　任意選択により、精度検証ユニットは、ワードシーケンスから予め設定されたクライア
ント情報に対応する検証対象ワードを選択するように構成された検証対象ワード選択サブ
ユニットと、予め設定されたクライアント情報内において検証対象のワードについてサー
チするように構成されたサーチサブユニットと、サーチサブユニットが検証対象のワード
を見出した際に、精度検証に合格したと判定するように、且つ、ワードシーケンスを発話
認識結果として使用するように、構成された認識結果判定サブユニットと、サーチサブユ
ニットが検証対象のワードを見出さない際に、ピンインに基づいたファジーマッチングに
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より、ワードシーケンスを訂正するように、且つ、訂正されたワードシーケンスを発話認
識結果として使用するように、構成された認識結果訂正サブユニットと、を有する。
【００４０】
　任意選択により、認識結果訂正サブユニットは、検証対象のワードを検証対象のピンイ
ンシーケンスに変換するように構成された検証対象ピンインシーケンス変換サブユニット
と、それぞれ、予め設定されたクライアント情報内のそれぞれのワードを比較ピンインシ
ーケンスに変換するように構成された比較ピンインシーケンス変換サブユニットと、検証
対象のピンインシーケンスとそれぞれの比較ピンインシーケンスとの間の類似の程度を順
番に算出するように、且つ、類似の程度の下降順においてソートされた後に、予め設定さ
れたクライアント情報から高位にランク付けされたワードを選択するように、構成された
類似の程度算出サブユニットと、ワードシーケンス内において検証対象のワードを置換し
て訂正済みのワードシーケンスを取得するべく、選択されたワードを使用するように構成
された検証対象ワード置換サブユニットと、を有する。
【００４１】
　更には、本出願は、デコーディングを通じて、認識対象の発話信号に対応するワードシ
ーケンスを取得するステップと、予め設定されたクライアント情報との間においてテキス
トマッチングを実行することにより、ワードシーケンスの精度を検証し、且つ、検証の結
果に従って対応する発話認識結果を生成するステップと、を有する別の発話認識方法をも
提供している。
【００４２】
　任意選択により、予め設定されたクライアント情報との間においてテキストマッチング
を実行することにより、ワードシーケンスの精度を検証し、且つ、検証の結果に従って対
応する発話認識結果を生成するステップは、ワードシーケンスから予め設定されたクライ
アント情報に対応する検証対象のワードを選択するステップと、予め設定されたクライア
ント情報内において検証対象のワードについてサーチするステップと、検証対象のワード
が見出された場合に、精度検証に合格したと判定し、且つ、ワードシーケンスを発話認識
結果として使用し、さもなければ、ピンインに基づいたファジーマッチングにより、ワー
ドシーケンスを訂正し、且つ、訂正済みのワードシーケンスを発話認識結果として使用す
るステップと、を有する。
【００４３】
　任意選択により、ピンインに基づいたファジーマッチングによってワードシーケンスを
訂正するステップは、検証対象のワードを検証対象のピンインシーケンスに変換するステ
ップと、それぞれ、予め設定されたクライアント情報内のそれぞれのワードを比較ピンイ
ンシーケンスに変換するステップと、検証対象のピンインシーケンスとそれぞれの比較ピ
ンインシーケンスとの間の類似性の程度を順番に算出し、且つ、類似性の程度の下降順に
おいてソートされた後に、予め設定されたクライアント情報から高位にランク付けされた
ワードを選択するステップと、ワードシーケンス内において検証対象のワードを置換して
訂正済みのワードシーケンスを取得するべく、選択されたワードを使用するステップと、
を有する。
【００４４】
　対応する方式により、本出願は、デコーディングを通じて、認識対象の発話信号に対応
するワードシーケンスを取得するように構成されたワードシーケンス取得ユニットと、予
め設定されたクライアント情報との間においてテキストマッチングを実行することにより
、ワードシーケンスの精度を検証するように、且つ、検証の結果に従って対応する発話認
識結果を生成するように、構成されたワードシーケンス検証ユニットと、を有する別の発
話認識装置を更に提供している。
【００４５】
　任意選択により、ワードシーケンス検証ユニットは、ワードシーケンスから予め設定さ
れたクライアント情報に対応する検証対象のワードを選択するように構成された検証対象
ワード選択サブユニットと、予め設定されたクライアント情報内において検証対象のワー
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ドについてサーチするように構成されたサーチサブユニットと、サーチサブユニットが検
証対象のワードを見出した際に、精度検証に合格したと判定するように、且つ、ワードシ
ーケンスを発話認識結果として使用するように、構成された認識結果判定サブユニットと
、サーチサブユニットが検証対象のワードを見出さない際に、ピンインに基づいたファジ
ーマッチングにより、ワードシーケンスを訂正するように、且つ、訂正済みのワードシー
ケンスを発話認識結果として使用するように、構成された認識結果訂正サブユニットと、
を有する。
【００４６】
　任意選択により、認識結果訂正サブユニットは、検証対象のワードを検証対象のピンイ
ンシーケンスに変換するように構成された検証対象ピンインシーケンス変換サブユニット
と、それぞれ、予め設定されたクライアント情報内のそれぞれのワードを比較ピンインシ
ーケンスに変換するように構成された比較ピンインシーケンス変換サブユニットと、検証
対象のピンインシーケンスとそれぞれの比較ピンインシーケンスとの間の類似性の程度を
順番に算出するように、且つ、類似性の程度の下降順においてソートされた後に、予め設
定されたクライアント情報から高位にランク付けされたワードを選択するように、構成さ
れた類似性の程度算出サブユニットと、ワードシーケンス内において検証対象のワードを
置換して訂正済みのワードシーケンスを取得するべく、選択されたワードを使用するよう
に構成された検証対象ワード置換サブユニットと、を有する。
【００４７】
　従来技術との比較において、本出願は、以下のような利点を有する。
【００４８】
　本出願による発話認識方法によれば、予め設定された発話知識ソースに基づいて、予め
設定されたクライアント情報を有する、且つ、発話信号をデコーディングするための、サ
ーチ空間が生成され、認識対象の発話信号から抽出された特性ベクトルがサーチ空間の基
本ユニットに対応している確率が算出され、且つ、デコーディング動作が、確率に従って
サーチ空間内において実行され、これにより、認識対象の発話信号に対応するワードシー
ケンスが取得される。デコーディング用のサーチ空間が生成された際に、予め設定された
クライアント情報がサーチ空間内に含まれていることから、本発明による上述の方法は、
クライアントによって収集された発話信号を認識する際に、相対的に正確な方式によって
クライアントに関係する情報を認識することができる。従って、発話認識の精度及びユー
ザ経験を改善することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本出願による例示用の発話認識方法のフローチャートである。
【図２】本出願のいくつかの実施形態による、予め設定されたクライアント情報を有する
、且つ、発話信号をデコーディングするための、サーチ空間を生成する例示用のプロセス
のフローチャートである。
【図３】本出願のいくつかの実施形態による置換動作の実行前のＧ構造ＷＦＳＴの概略図
である。
【図４】本出願のいくつかの実施形態による置換動作の実行後のＧ構造ＷＦＳＴの概略図
である。
【図５】本出願のいくつかの実施形態による認識対象の発話信号の特性ベクトルシーケン
スを抽出するプロセスのフローチャートである。
【図６】本出願のいくつかの実施形態による特性ベクトルがそれぞれのトライフォンに対
応している確率を算出するプロセスのフローチャートである。
【図７】本出願のいくつかの実施形態によるテキストマッチングを通じてワードシーケン
スの精度を検証し、且つ、検証結果に従って対応する発話認識結果を生成するプロセスの
フローチャートである。
【図８】本出願のいくつかの実施形態による発話認識の全体ブロックダイアグラムである
。
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【図９】本出願による例示用の発話認識装置の概略図である。
【図１０】本出願による別の例示用の発話認識方法のフローチャートである。
【図１１】本出願による別の例示用の発話認識装置の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００５０】
　以下の説明においては、本出願の十分な理解を促進するべく、詳細について説明する。
但し、本出願は、本明細書において記述されているものとは異なる多数のその他の方式に
よって実装することができる。当業者は、本開示の内容と矛盾することなしに、類似の実
施形態に到達することができる。従って、本出願は、以下において開示されている特定の
実施形態によって限定されるものではない。
【００５１】
　本出願においては、それぞれ、発話認識方法及び対応する装置のみならず、別の発話認
識方法及び対応する装置も、提供されており、以下の実施形態においては、これらについ
て一つずつ詳細に説明することとする。理解を促進するべく、実施形態について説明する
前に、本出願の技術的解決策及び関係する技術的用語のみならず、本出願の実施形態が記
述される方式について、簡潔に説明することとする。
【００５２】
　本出願による発話認識方法は、通常、発話を人間－機械相互作用媒体として使用してい
るアプリケーションにおいて適用することができる。このタイプのアプリケーションは、
テキストを取得するべく、収集された発話信号を認識することが可能であり、且つ、次い
で、テキストに従って対応する動作を実行することができる。発話信号は、通常、クライ
アントにとってローカルである、予め設定された情報（例えば、連絡先名簿内の一つの連
絡先の名称）に関係している。既存の発話認識技術は、一般的なサーチ空間を使用するこ
とにより、デコーディング認識を上述の認識対象の発話信号に対して実行しており、一般
的なサーチ空間は、異なるクライアント上におけるこのタイプのアプリケーションの相違
点を考慮してはいない。従って、通常、クライアントのローカル情報に関係する発話信号
内のコンテンツを効果的に認識することが不可能であり、その結果、低い認識精度に結び
付いている。この問題との関連において、本出願の技術的解決策は、発話信号をデコーデ
ィングするためのサーチ空間を構築するプロセスにおいて、予め設定されたクライアント
情報を統合することが可能であり、これは、クライアントの特定の発話認識需要をカスタ
マイズすることであってもよい。その結果、発話認識精度を改善するべく、クライアント
に関係するローカル情報を効果的に認識することができる。
【００５３】
　発話認識システムにおいては、認識対象の発話信号に従って最良のマッチングワードシ
ーケンスを取得するプロセスは、デコーディングと呼称されている。本出願に従って発話
信号をデコーディングするためのサーチ空間は、発話認識システムに関与する発話知識ソ
ース（例えば、音響モデル、辞書、言語モデル、及びこれらに類似したもの）によってカ
バーされると共に、すべての可能な発話認識結果によって形成された、空間を意味してい
る。対応する方式により、デコーディングプロセスは、認識対象の発話信号の最適なマッ
チングを取得するべく、サーチ空間内においてサーチ及びマッチングを実行するプロセス
である。
【００５４】
　サーチ空間は、様々な形態を有することができる。相互に独立した異なるレベルにおけ
る様々な知識ソースを有するサーチ空間を使用することができる。デコーディングプロセ
スは、レベルごとの計算及びサーチプロセスであってもよい。或いは、この代わりに、様
々な知識ソースを統合型のＷＦＳＴネットワーク（ＷＦＳＴサーチ空間とも呼称される）
に統合するべく、ＷＦＳＴ（Weighted Finite State Tansducer）に基づいたサーチ空間
を使用することもできる。後者は、本出願の技術的解決策における発話認識用の好適なモ
ードであり、その理由は、その結果、異なる知識ソースの導入が促進され、且つ、サーチ
効率を改善することができるからである。従って、ＷＦＳＴネットワークに基づいた実装
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方式が、本出願の実施形態における説明の焦点となる。
【００５５】
　ＷＦＳＴサーチ空間の核心は、言語の文法構造及び関係する音響特性をシミュレートす
るべく、ＷＦＳＴを使用することにある。その動作方法は、それぞれ、知識ソースをＷＦ
ＳＴの形態において異なるレベルにおいて表現するステップと、次いで、異なるレベルに
おける上述の知識ソースを単一のＷＦＳＴネットワークに統合するべく、且つ、発話認識
用のサーチ空間を形成するべく、ＷＦＳＴ特性及び組合せアルゴリズムを使用するステッ
プと、を有する。
【００５６】
　ＷＦＳＴネットワークの基本ユニット（即ち、状態変換を実行するべくＷＦＳＴを駆動
する基本ユニット）は、特定のニーズに従って選択することができる。音素の発音に対す
る音素の文脈の影響を考慮することにより、本出願の実施形態においては、相対的に高い
認識精度レートを実現するように、文脈に依存したトライフォン（略して、トライフォン
又は三音素）をＷＦＳＴネットワークの基本ユニットとして使用することができる。ＷＦ
ＳＴサーチ空間を構築するための対応する知識ソースは、トライフォン状態バンドリング
リスト、辞書、及び言語モデルを含む。
【００５７】
　トライフォン状態バンドリングリストは、通常、発音特性に基づいているトライフォン
の間のバンドリング関係を有する。音響モデルをモデル化ユニットとしてのトライフォン
によってトレーニングする際には、トライフォンを組み合わせる多数の可能な方法が存在
している。トレーニングデータに対する需要を低減するべく、通常、決定木クラスター化
法を使用することにより、且つ、最大尤度規則を踏襲することにより、異なるトライフォ
ンを発音特性に基づいてクラスター化することが可能であり、且つ、トライフォンを同一
の発音特性とバンドルしてパラメータ共有を促進することにより、トライフォン状態バン
ドリングリストを取得するべく、バンドリング技術が使用される。辞書は、通常、音素と
ワードとの間の対応する関係を有しており、これは、音響層のコンテンツとセマンティッ
ク層のコンテンツとを結合すると共に関連付けるための、音響層（物理層）とセマンティ
ック層との間の橋である。言語モデルは、言語構造と関係する知識を提供し、且つ、ワー
ドシーケンスが自然言語において出現する確率を算出するべく使用される。通常、実際的
な実装形態においては、ｎグラム文法言語モデルが使用されており、且つ、このモデルは
、ワードの後続の出現の可能性を統計的に判定することにより、生成することができる。
【００５８】
　上述の知識ソースに基づいて構築されたＷＦＳＴネットワークが発話認識のために使用
される際には、ＷＦＳＴを駆動して望ましいサーチを実行するべく、まずは、認識対象の
発話信号の特性ベクトルシーケンスを抽出することができる。次いで、特性ベクトルがそ
れぞれのトライフォンに対応している確率を算出するべく、予めトレーニングされたモデ
ルが使用される。認識対象の発話信号に対応するワードシーケンスを取得するべく、それ
ぞれのトライフォンの確率に従って、デコーディング動作がＷＦＳＴサーチ空間内におい
て実行される。
【００５９】
　本出願の実施形態においては、文脈に依存したトライフォンがＷＦＳＴネットワークの
基本ユニットとして使用されていることに留意されたい。又、その他の実装方式において
は、例えば、モノフォン又はトライフォン状態などの、その他の発話ユニットをＷＦＳＴ
ネットワークの基本ユニットとして使用することもできる。異なる基本ユニットが使用さ
れる際には、サーチ空間が構築される際に、且つ、確率が特性ベクトルに従って算出され
る際に、特定の差が存在することになる。例えば、トライフォン状態が基本ユニットとし
て使用される場合には、ＷＦＳＴネットワークが構築される際に、ＨＭＭに基づいた（Hi
dden Markov Model に基づいた）音響モデルを統合することが可能であり、且つ、発話認
識の際に、特性ベクトルがそれぞれのトライフォン状態に対応している確率を算出するこ
とができる。上述のすべては、実装方式の変形である。これらは、予め設定されたクライ
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アント情報がサーチ空間構築の際にサーチ空間内に含まれている限り、本出願の技術的解
決策を実現することが可能であり、これらは、本出願の技術的革新を逸脱してはおらず、
且つ、これらは、本出願の範囲に含まれている。
【００６０】
　以下、本出願の実施形態について、更に詳細に説明することとする。図１を参照すれば
、図１は、本出願による例示用の発話認識方法のフローチャートである。方法は、ステッ
プ１０１～ステップ１０４を有する。実装の際の実行効率を改善するべく、ステップ１０
１の実行のための準備において、一つ又は複数のクラスに基づいた言語モデル、予め設定
された構造を有するＷＦＳＴ、及び一つ又は複数の発話認識音響モデルを生成するように
、通常は、ステップ１０１の前に、関連する準備（準備フェーズとも呼称され得るフェー
ズ）を完了させることができる。以下においては、まず、準備フェーズについて詳細に説
明することとする。
【００６１】
　準備フェーズにおいて、言語モデルは、言語モデルをトレーニングするためのテキスト
内の予め設定された名前エンティティを予め設定された主題クラスに対応するラベルによ
って置換し、且つ、言語モデルをトレーニングするべくテキストを使用する、という方式
によってトレーニングすることができる。名前エンティティは、通常、例えば、人物の名
前、歌の名前、組織の名前、場所の名前、及びこれらに類似したものなどの、特定のクラ
スを有するテキスト内のエンティティを意味している。
【００６２】
　以下においては、電話をかけるアプリケーションが一例として使用されており、予め設
定された主題クラスは、電話をかけることであり、対応するラベルは、「＄ＣＯＮＴＡＣ
Ｔ」であり、且つ、予め設定された名前エンティティは、人物の名前である。言語モデル
を予めトレーニングする際に、トレーニングテキスト内の名前を対応するラベルによって
置換することができる。例えば、「わたしは、Xiao Ming に電話をかけたい」における「
Xiao Ming」は、「＄ＣＯＮＴＡＣＴ」によって置換され、且つ、取得されるトレーニン
グテキストは、「わたしは、＄ＣＯＮＴＡＣＴに電話をかけたい」である。上述のエンテ
ィティ置換の後に、言語モデルをトレーニングするべくテキストを使用することにより、
クラスに基づいた言語モデルが得られる。上述の言語モデルがトレーニングを通じて得ら
れることに基づいて、言語モデルに基づいたＷＦＳＴを更に予め生成することが可能であ
り、これは、以下においては、Ｇ構造ＷＦＳＴと呼称される。
【００６３】
　好ましくは、言語モデルのサイズ及び対応するＧ構造ＷＦＳＴのサイズを低減するべく
、予め設定された主題クラス用のテキスト（クラスに基づいたトレーニングテキストと呼
称し得る）をトレーニングのために選択することができる。例えば、予め設定された主題
クラスは、電話をかけることであり、且つ、その結果、予め設定された主題クラス用のテ
キストは、「わたしは、Xiao Ming に電話をかけたい」、「Xiao Ming に電話をかけなさ
い」、及びこれらに類似したものを有することができる。
【００６４】
　発話を人間－機械相互作用媒体として使用している多様なクライアント装置及びアプリ
ケーションプログラムに鑑み、二つ以上の主題クラスを予め設定することが可能であり、
且つ、それぞれ、それぞれの主題クラスごとに、クラスに基づいた言語モデルを予めトレ
ーニングすることが可能であり、且つ、Ｇ構造ＷＦＳＴを言語モデルに基づいて構築する
ことができる。
【００６５】
　又、準備フェーズにおいては、辞書に基づいたＷＦＳＴを予め構築することが可能であ
り、これは、以下においては、Ｌ構造ＷＦＳＴと呼称され、且つ、トライフォン状態バン
ドリングリストに基づいたＷＦＳＴを予め構築することも可能であり、これは、以下にお
いては、Ｃ構造ＷＦＳＴと呼称される。この結果、予め設定された方式により、適切且つ
選択的な組合せ動作を上述のＷＦＳＴに対して実行することができる。例えば、Ｃ構造及
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びＬ構造ＷＦＳＴをＣＬ構造ＷＦＳＴとして組み合わせることが可能であり、且つ、Ｌ構
造及びＧ構造ＷＦＳＴをＬＧ構造ＷＦＳＴとして組み合わせることが可能であり、且つ、
Ｃ構造、Ｌ構造、及びＧ構造ＷＦＳＴをＣＬＧ構造ＷＦＳＴとして組み合わせることがで
きる。本実施形態においては、ＣＬ構造ＷＦＳＴ及びＧ構造ＷＦＳＴが準備フェーズにお
いて生成されている（組合せ動作の説明については、ステップ１０１における関連するテ
キストを参照されたい）。
【００６６】
　準備フェーズにおいては、更に、発話認識のための音響モデルを予めトレーニングする
ことができる。本実施形態においては、それぞれのトライフォンは、ＨＭＭ（Hidden Mar
kov Model）によって特徴付けされており、ＨＭＭの隠蔽状態は、トライフォンの一つの
状態であり（それぞれのトライフォンは、通常、三つの状態を有する）、且つ、ＨＭＭの
それぞれの隠蔽状態がそれぞれの特性ベクトルを出力する通過確率を判定するべく、ＧＭ
Ｍ（Gaussian Mixture Model）モデルが使用される。大きな発話データから抽出された特
性ベクトルが、トレーニングサンプルとして使用され、且つ、ＧＭＭモデル及びＨＭＭモ
デルのパラメータを学習してそれぞれの状態に対応するＧＭＭモデル及びそれぞれのトラ
イフォンに対するＨＭＭモデルを取得するべく、Baum-Welch アルゴリズムが使用される
。後続のステップ１０３においては、特性ベクトルがそれぞれのトライフォンに対応して
いる確率を算出するべく、予めトレーニングされたＧＭＭ及びＨＭＭモデルを使用するこ
とができる。
【００６７】
　発話認識の精度を改善するべく、本実施形態は、発話認識を実行する際に、ＧＭＭモデ
ルを置換するべく、ＤＮＮ（Deep Neural Network）モデルを使用している。対応する方
式により、入力された特性ベクトルに従ってそれぞれのトライフォン状態に対応する確率
を出力するＤＮＮモデルを準備フェーズにおいて予めトレーニングすることができる。あ
る種の実装形態においては、トレーニングサンプルに対して強制的なアライメントを実行
し、それぞれのトライフォン状態に対応するラベルをトレーニングサンプルに追加し、且
つ、ＧＭＭ及びＨＭＭモデルをラベル付けされたトレーニングサンプルによってトレーニ
ングすることにより、ＤＮＮモデルを取得することができる。
【００６８】
　ある種の実装形態の準備フェーズにおける演算の量が非常に大きく、その結果、メモリ
及び演算速度における相対的に大きな要件が課されていることに留意されたい。従って、
準備フェーズの動作は、通常、サーバにおいて完了させることができる。環境がネットワ
ークアクセスを有していない際にも発話認識の機能が実行可能となるように、本出願によ
る方法は、通常、クライアント装置上において実装することができる。従って、準備フェ
ーズにおいて生成されたすべてのＷＦＳＴ及び音響確率の計算用のすべてのモデルをクラ
イアント装置内に予めインストールすることが可能であり、例えば、これらは、アプリケ
ーションプログラムと共にパッケージ化することが可能であり、且つ、一緒にクライアン
トにインストールすることができる。
【００６９】
　以上においては、本実施形態に関与している準備フェーズについて詳細に説明した。以
下、本実施形態のステップ１０１～１０４について詳細に説明することとする。
【００７０】
　ステップ１０１：予め設定された発話知識ソースに基づいて、予め設定されたクライア
ント情報を有する、且つ、発話信号をデコーディングするための、サーチ空間を生成して
いる。
【００７１】
　このステップにおいては、後続の発話認識のための準備作業として、ＷＦＳＴサーチ空
間が構築されている。ある種の実装形態においては、このステップは、ラベル置換により
、予め設定された主題クラスに対応する予め設定されたクライアント情報を少なくとも言
語モデルに基づいている予め生成されたＷＦＳＴに追加するべく、且つ、トライフォン状
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態バンドリングリスト、辞書、及び言語モデルに基づいている単一のＷＦＳＴを取得する
べく、通常、発話を人間－機械相互作用媒体として使用しているクライアントアプリケー
ションプログラムの起動フェーズ（初期化フェーズとも呼称される）において実行されて
いる。
【００７２】
　このステップのおけるプロセスは、以下のステップ１０１－１～１０１－４を有するこ
とが可能であり、以下、図２を参照し、これらについて更に説明することとする。
【００７３】
　ステップ１０１－１：認識対象の発話信号が属する予め設定された主題クラスを判定し
ている。
【００７４】
　ある種の実装形態においては、発話信号を収集するクライアント及びアプリケーション
プログラムのタイプに従って、認識対象の発話信号が属する予め設定された主題クラスを
判定することができる。予め設定された主題クラスは、電話をかけること、テキストメッ
セージを送信すること、歌を演奏すること、命令を設定すること、或いは、その他のアプ
リケーションシナリオに関係する主題クラスを有する。ここで、電話をかけること又はテ
キストメッセージを送信することに対応する予め設定されたクライアント情報は、連絡先
名簿内の連絡先の名前を有し、歌を演奏することに対応する予め設定されたクライアント
情報は、歌ライブラリ内の歌の名前を有し、命令を設定することに対応する予め設定され
たクライアント情報は、命令セット内の命令を有し、且つ、その他のアプリケーションシ
ナリオに関係する主題クラスは、同様に、アプリケーションシナリオに関与している予め
設定されたクライアント情報に対応することが可能であり、これについては、本明細書に
おいては、繰り返しを省略することとする。
【００７５】
　例えば、スマートフォンの場合には、クライアントのタイプに従って、認識対象の発話
信号が属する予め設定された主題クラスは、電話をかけること、或いは、テキストメッセ
ージを送信すること、であると判定することが可能であり、且つ、対応する予め設定され
たクライアント情報は、連絡先名簿内の連絡先の名前を有する。スマートスピーカの場合
には、予め設定された主題クラスは、歌を演奏することであると判定することが可能であ
り、且つ、対応する予め設定されたクライアント情報は、歌ライブラリ内の歌の名前を有
する。ロボットの場合には、予め設定された主題クラスは、命令を設定することであると
判定することが可能であり、且つ、対応する予め設定されたクライアント情報は、命令セ
ット内の命令を有する。
【００７６】
　クライアント装置は、発話を人間－機械相互作用媒体して使用している複数のアプリケ
ーションを同時に有することができることを考慮することにより、異なるアプリケーショ
ンは、異なる予め設定されたクライアント情報を伴っている。例えば、スマートフォンに
は、発話相互作用に基づいた音楽プレーヤをインストールすることもできる。このような
ケースにおいては、現時点において起動されているアプリケーションプログラムに従って
、認識対象の発話信号が属する予め設定された主題クラスを判定することができる。
【００７７】
　ステップ１０１－２：予め設定された主題クラスに対応する予め生成されたＧ構造ＷＦ
ＳＴを選択している。
【００７８】
　複数の予め設定された主題クラスを有する状況においては、通常、複数のＧ構造ＷＦＳ
Ｔが準備フェーズにおいて生成されることになり、且つ、それぞれのＧ構造ＷＦＳＴは、
異なる予め設定された主題クラスに対応している。このステップは、予め生成された複数
のＧ構造ＷＦＳＴから、ステップ１０１－１において判定された予め設定された主題クラ
スに対応するＧ構造ＷＦＳＴを選択している。
【００７９】
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　ステップ１０１－３：対応するラベルを予め設定された主題クラスに対応する予め設定
されたクライアント情報によって置換することにより、予め設定されたクライアント情報
を選択されたＧ構造ＷＦＳＴに追加している。
【００８０】
　準備フェーズにおいて、それぞれの予め設定された主題クラスについて、クラスに基づ
いた言語モデルをトレーニングする際には、トレーニングテキスト内の予め設定された名
前エンティティが、対応する予め設定された主題クラスに対応するラベルによって置換さ
れる。例えば、予め設定された主題クラスが、電話をかけること、或いは、テキストメッ
セージを送信すること、である場合には、トレーニングテキスト内の人物の名前は、「＄
ＣＯＮＴＡＣＴ」というラベルによって置換され、予め設定された主題クラスが、歌を演
奏すること、である場合には、トレーニングテキスト内の歌の名前は、「＄ＳＯＮＧ」と
いうラベルによって置換される。従って、生成されたＧ構造ＷＦＳＴは、通常、予め設定
された主題クラスに対応するラベル情報を有する。このステップは、ステップ１０１－２
において選択されたＧ構造ＷＦＳＴ内の対応するラベルを置換することにより、予め設定
されたクライアント情報を選択されたＧ構造ＷＦＳＴに追加するという目標を実現するべ
く、ステップ１０１－１において判定された予め設定された主題クラスに対応する予め設
定されたクライアント情報を使用している。
【００８１】
　例えば、予め設定された主題クラスが、電話をかけること、或いは、テキストメッセー
ジを送信すること、である場合には、例えば、「Zhang San」、「Li Si」、及びこれらに
類似したものなどの、クライアントのローカルな連絡先名簿内の人物の名前により、Ｇ構
造ＷＦＳＴ内の「＄ＣＯＮＴＡＣＴ」のラベルを置換することが可能であり、予め設定さ
れた主題クラスが、歌を演奏すること、である場合には、例えば、「March of the Volun
teers」及びこれに類似したものなどの、クライアントのローカルな歌ライブラリ内の歌
の名前により、Ｇ構造ＷＦＳＴ内の「＄ＳＯＮＧ」のラベルを置換することができる。置
換を実装するべく、ラベルに対応する状態遷移経路をいくつかの並列状態遷移経路によっ
て置換することができる。置換が、図３及び図４に従って、クライアントの連絡先名簿内
の連絡先によって実行されている一例を参照すれば、この場合に、図３は、置換前のＧ構
造ＷＦＳＴの概略図であり、且つ、図４は、置換が連絡先名簿内の「Zhang San」及び「L
i Si」によって実行された後に取得されたＧ構造ＷＦＳＴの概略図である。
【００８２】
　ステップ１０１－４：単一のＷＦＳＴネットワークを取得するべく、予め設定されたク
ライアント情報が追加されたＧ構造ＷＦＳＴを予め生成されたＣＬ構造ＷＦＳＴと組み合
わせている。
【００８３】
　本実施形態においては、発話認識において使用される知識ソースは、言語層(言語モデ
ル）から物理層（トライフォン状態バンドリングリスト）へのコンテンツを伴っており、
且つ、このステップのタスクは、単一のＷＦＳＴネットワークを取得するべく、異なるレ
ベルにおいてＷＦＳＴを組み合わせるというものである（これは、内蔵する、或いは、マ
ージする、とも表現される）。
【００８４】
　二つのＷＦＳＴの場合に、組み合わせるための基本的な条件は、その一方のＷＦＳＴの
出力シンボルが、別のＷＦＳＴの入力シンボルの組のサブセットである、というものであ
る。上述の条件が充足されている場合に、例えば、Ａ及びＢなどの、二つのＷＦＳＴが、
Ｃという新しい一つのＷＦＳＴに統合された場合には、Ｃのそれぞれの状態は、Ａの状態
及びＢの状態によって形成され、且つ、Ｃのそれぞれの成功的な経路は、Ａの成功的な経
路であるＰａと、Ｂの成功的な経路であるＰｂと、によって形成される。入力は、ｉ［Ｐ
］＝ｉ［Ｐａ］であり、出力は、ｏ［Ｐ］＝ｏ［Ｐｂ］であり、且つ、その重み付けされ
た値は、Ｐａ及びＰｂの重み付けされた値に対する対応する演算を通じて取得される。最
終的に得られるＣは、Ａ及びＢの両方に共通するＷＦＳＴ特性及びサーチ空間を有する。
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ある種の実装形態においては、二つのＷＦＳＴに関する組合せ動作を実行するべく、Open
Fst ライブラリによって提供されている組合せアルゴリズムを使用することができる。
【００８５】
　本実施形態に関する限り、Ｌ構造ＷＦＳＴは、モノフォンとワードとの間の対応する関
係であるものとして見なすことが可能であり、Ｃ構造ＷＦＳＴは、トライフォンとモノフ
ォンとの間の対応する関係を確立しており、且つ、その出力は、Ｌ構造ＷＦＳＴの入力に
対応していることを理解されたい。Ｃ構造及びＬ構造ＷＦＳＴは、組み合わせることがで
きる。ＣＬ構造ＷＦＳＴは、本実施形態の準備フェーズにおける組合せを通じて取得され
ており、且つ、このステップは、ＣＬ構造ＷＦＳＴをステップ１０１－３における予め設
定されたクライアント情報が追加されたＧ構造ＷＦＳＴと組み合わせることにより、入力
がトライフォン確率であると共に出力がワードシーケンスであるＷＦＳＴネットワークを
取得し、これにより、異なるレベルにおける、且つ、異なる知識ソースに対応する、ＷＦ
ＳＴを単一のＷＦＳＴネットワークとして統合して発話認識のためのサーチ空間を形成し
ている。
【００８６】
　好ましくは、ＣＬ構造ＷＦＳＴ及びＧ構造ＷＦＳＴの組合せを加速させるべく、且つ、
初期化のための時間を低減するべく、本実施形態は、組合せ動作を実行する際に、従来の
ＷＦＳＴの組合せ方法を使用してはおらず、予測に基づいた組合せ方法（Lookahead 組合
せ方法）が使用されている。Lookahead 組合せ方法に従って、現在実行されている組合せ
動作がアクセス不能状態をもたらし得るかどうかが、将来経路を予測することにより、判
定される。結果が肯定的である場合には、現時点の動作が阻止され、且つ、後続の組合せ
動作は、もはや実行されない。予測を通じて、不要な組合せ動作を早期に終了させること
が可能であり、これにより、組合せ時間を節約し得るのみならず、最終的に生成されるＷ
ＦＳＴのサイズの低減及びストレージ空間の占有率の低減が可能である。ある種の実装形
態においては、上述の予測及びスクリーニング機能を実現するべく、OpenFst ライブラリ
によって提供される Lookahead 機能を有するフィルタを使用することができる。
【００８７】
　好ましくは、ＣＬ構造ＷＦＳＴ及びＧ構造ＷＦＳＴの組合せを加速させるべく、本実施
形態において言語モデルを予めトレーニングするべく使用されているワードリストは、辞
書内に含まれているワードと一貫性を有する。一般的には、ワードリスト内のワードの数
は、通常、辞書内のワードの数を上回っており、ワードリスト内のワードの数は、Ｇ構造
ＷＦＳＴのサイズに直接的に関係付けられている。Ｇ構造ＷＦＳＴが相対的に大きい場合
には、Ｇ構造ＷＦＳＴがＣＬ構造ＷＦＳＴと組み合わせられる際に、相対的に時間を所要
することになる。従って、本実施形態は、ワードリスト内のワードが辞書内のワードと一
貫性を有しており、これにより、ＣＬ構造ＷＦＳＴとＧ構造ＷＦＳＴを組み合わせるため
の時間を短縮するという効果が実現されるように、準備フェーズにおいて言語モデルをト
レーニングする際に、ワードリストのサイズを低減している。
【００８８】
　この時点において、技術的解決策の初期化プロセスは、ステップ１０１－１～１０１－
４を通じて完了されており、且つ、予め設定されたクライアント情報を有するＷＦＳＴサ
ーチ空間が生成されている。
【００８９】
　本実施形態は、準備フェーズにおいて事前にＣＬ構造ＷＦＳＴの組合せを完了させると
共にＧ構造ＷＦＳＴを生成し、予め設定されたクライアント情報がステップ１０１におい
てＧ構造ＷＦＳＴに追加され、且つ、単一のＷＦＳＴを取得するべく、ＣＬ構造がＧ構造
と組み合わせられていることに留意されたい。又、その他の実装方式においては、その他
の組合せ方式を使用することもできる。例えば、ＬＧ構造のＷＦＳＴの組合せが準備フェ
ーズにおいて事前に完了され、予め設定されたクライアント情報がステップ１０１におい
てＷＦＳＴに追加され、且つ、次いで、このＷＦＳＴが、準備フェーズにおいて生成され
たＣ構造ＷＦＳＴと組み合わせられる。或いは、この代わりに、ＣＬＧ構造ＷＦＳＴの組
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合せが、準備フェーズにおいて直接的に完了され、且つ、予め設定されたクライアント情
報がステップ１０１においてこのＷＦＳＴに追加されることも実現可能である。準備フェ
ーズにおいて生成されたＷＦＳＴがクライアントのストレージ空間を占有する必要がある
ことを考慮すれば、それぞれのＧ構造ＷＦＳＴが準備フェーズにおいてその他のＷＦＳＴ
と組み合わせられる場合には、複数のクラスに基づいた言語モデルを有する（対応する方
式により、複数のＧ構造ＷＦＳＴが存在している）アプリケーションシナリオにおいては
、相対的に大きなストレージ空間が占有されることになる。従って、本実施形態によって
採用されている組合せ方式は、好ましい実装方式であり、これは、準備フェーズにおいて
生成されたＷＦＳＴによるクライアントのストレージ空間の占有率を低減することができ
る。
【００９０】
　ステップ１０２：認識対象の発話信号の特性ベクトルシーケンスを抽出している。
【００９１】
　認識対象の発話信号は、通常、時間ドメイン信号であってもよい。このステップは、フ
レームの分割及び特性ベクトルの抽出という二つのプロセスを通じて、発話信号を特徴付
けることができる特性ベクトルシーケンスを取得している。以下、図５を参照し、更なる
説明を提供することとする。
【００９２】
　ステップ１０２－１：複数のオーディオフレームを取得するべく、予め設定されたフレ
ーム長に従って、認識対象の発話信号に対してフレーム分割処理を実行している。
【００９３】
　ある種の実装形態においては、フレーム長は、ニーズに従って予め設定することが可能
であり、例えば、これは、１０ｍｓ又は１５ｍｓに設定することが可能であり、且つ、次
いで、認識対象の発話信号が、フレームごとに、フレーム長に従って分割され、その結果
、発話信号が複数のオーディオフレームに分割されている。採用される様々な分割方式に
応じて、隣接するオーディオフレームは、オーバーラップしていてもよく、或いは、そう
でなくてもよい。
【００９４】
　ステップ１０２－２：特性ベクトルシーケンスを取得するべく、それぞれのオーディオ
フレームの特性ベクトルを抽出している。
【００９５】
　認識対象の発話信号が複数のオーディオフレームに分割される際に、発話信号を特徴付
けている特性ベクトルをフレームごとに抽出することができる。発話信号は、時間ドメイ
ンにおいては、相対的に弱い表現能力しか有していないことから、フーリエ変換をそれぞ
れのオーディオフレームに対して実行することが可能であり、且つ、次いで、オーディオ
フレームの特性ベクトルとして、周波数ドメイン特性が抽出される。例えば、ＭＦＣＣ（
Mel Frequency Cepstrum Coefficient）特性、ＰＬＰ（Perceptual Linear Predictive）
特性、又はＬＰＣ（Linear Predictive Coding）特性を抽出することができる。
【００９６】
　特性ベクトルを抽出するプロセスについて更に説明するべく、以下、一例として、オー
ディオフレームのＭＦＣＣ特性の抽出を使用することとする。まず、対応するスペクトル
情報を取得するべく、オーディオ信号の時間ドメイン信号にＦＦＴ（Fast Fourier Trans
formation）が適用され、スペクトル情報をＭｅｌフィルタの組に通してＭｅｌスペクト
ルを取得し、且つ、ケプストラム分析をＭｅｌスペクトルに対して実行する。この核心は
、通常、逆変換のためにＤＣＴ（Discrete Cosine Transform）を使用するというもので
ある。次いで、ＭＦＣＣ特性である、オーディオフレームの特性ベクトルを取得するべく
、Ｎ個の予め設定された係数（例えば、Ｎ＝１２又は３８）が取得される。それぞれのオ
ーディオフレームは、上述の方式により、処理され、且つ、発話信号を特徴付けている一
連の特性ベクトルを取得することが可能であり、これが、本出願による特性ベクトルシー
ケンスである。
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【００９７】
　ステップ１０３：特性ベクトルがサーチ空間のそれぞれの基本ユニットに対応している
確率を算出している。
【００９８】
　いくつかの実施形態においては、ＷＦＳＴサーチ空間の基本ユニットは、トライフォン
である。従って、このステップにおいては、特性ベクトルがそれぞれのトライフォンに対
応している確率が算出されている。発話認識の精度を改善するべく、本実施形態は、確率
を算出するために、強力な特性抽出能力を有するＨＭＭモデル及びＤＮＮモデルを使用し
ている。又、その他の実装方式においては、その他の方式を使用することもできる。例え
ば、本出願の技術的解決策は、確率を算出するべく従来のＧＭＭ及びＨＭＭモデルを使用
することにより、同様に実現することも可能であり、これも、本出願の範囲に含まれてい
る。
【００９９】
　ある種の実装形態においては、特性ベクトルの算出がそれぞれのトライフォン状態に対
応していること基づいて、特性ベクトルがそれぞれのトライフォンに対応している確率が
更に算出されている。以下、図６を参照し、このステップにおけるプロセスについて更に
説明することとする。
【０１００】
　ステップ１０３－１：特性ベクトルがそれぞれのトライフォン状態に対応している確率
を算出するべく、予めトレーニングされたＤＮＮモデルを使用している。
【０１０１】
　ＤＮＮモデルは、本実施形態の準備フェーズにおいて予めトレーニング済みである。こ
のステップは、ステップ１０２において抽出された特性ベクトルをＤＮＮモデルに対する
入力として使用しており、且つ、特性ベクトルがそれぞれのトライフォン状態に対応して
いる確率を取得することができる。例えば、トライフォンの数は、１０００個であり、そ
れぞれのトライフォンは、三つの状態を有しており、且つ、従って、合計で３０００個の
トライフォンの状態が存在している。このステップにおけるＤＮＮモデルの出力は、特性
ベクトルが３０００個のトライフォン状態のうちのそれぞれの状態の確率に対応している
というものである。
【０１０２】
　好ましくは、ＤＮＮモデルが採用された際には、演算の量が、通常、非常に大きいこと
から、本実施形態は、ハードウェアプラットフォームによって提供されている並列データ
処理能力を利用することにより、ＤＮＮモデルに伴う演算の速度を改善している。例えば
、埋め込み型の装置及びモバイル装置は、現時点においては、多くのケースにおいて、Ａ
ＲＭアーキテクチャプラットフォームを使用している。現時点のＡＲＭプラットフォーム
の大部分には、ＳＩＭＤ（Single Instruction Multiple Data）ＮＥＯＮ命令セットが存
在している。この命令セットは、一つの命令内において複数のデータを処理することが可
能であり、且つ、特定の並列データ処理能力を有する。本実施形態においては、ベクトル
化プログラミングを通じて、ＳＩＭＤプログラミングジェネリクスを形成することが可能
であり、且つ、次いで、ＤＮＮ演算を加速させるという目標を実現するべく、ハードウェ
アプラットフォームによって提供される並列データ処理能力を十分に使用することができ
る。
【０１０３】
　本出願の技術的解決策がクライアント装置上において実装される際には、ＤＮＮモデル
のサイズは、通常、クライアントのハードウェア能力にマッチングするように、低減され
ることになり、これは、多くの場合に、ＤＮＮモデルの精度の低下と、結果的に、異なる
発話コンテンツにおける認識能力の弱化と、をもたらすことになろう。ハードウェアの加
速メカニズムを使用することにより、本実施形態は、ＤＮＮモデルのサイズを低減する必
要がなく、或いは、その低減を極小化することが可能であり、且つ、従って、ＤＮＮモデ
ルの精度を保持することが可能であると共に可能な最大程度にまで認識精度を改善するこ
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とができる。
【０１０４】
　ステップ１０３－２：特性ベクトルがそれぞれのトライフォン状態に対応している確率
に従って特性ベクトルがそれぞれのトライフォンに対応している確率を算出するべく、予
めトレーニングされたＨＭＭモデルを使用している。
【０１０５】
　それぞれのトライフォン用のＨＭＭモデルは、準備フェーズにおいてトレーニング済み
である。連続的に入力される、特性ベクトルがそれぞれのトライフォン状態に対応してい
るいくつかの確率に従って、このステップは、それぞれのトライフォンに対応する遷移確
率を算出して、特性ベクトルがそれぞれのトライフォンに対応している確率を取得するべ
く、ＨＭＭモデルを使用している。
【０１０６】
　この計算プロセスは、実際には、対応する遷移確率がそれぞれのＨＭＭ上における連続
的な特性ベクトルの伝播プロセスに従って算出されるプロセスである。以下、一例として
、（三つの状態を有する）トライフォンの確率の算出との関連において、計算プロセスに
ついて更に説明することとするが、この場合に、ｐｅ（ｉ，ｊ）は、ｊ番目の状態におけ
るｉ番目のフレームの特性ベクトルの通過確率を表しており、且つ、ｐｔ（ｈ，ｋ）は、
ｈ状態からｋ状態への遷移確率を表している。
【０１０７】
　１）第一フレームの特性ベクトルは、対応するＨＭＭの状態１に対応しており、且つ、
通過確率ｐｅ（１，１）を有する。
【０１０８】
　２）第二フレームの特性ベクトルがＨＭＭの状態１から状態２に遷移した場合には、対
応する確率は、ｐｅ（１，１）＊ｐｔ（１，１）＊ｐｅ（２，１）であり、状態１から状
態２へ遷移した場合には、対応する確率は、ｐｅ（１，１）＊ｐｔ（１，２）＊ｐｅ（２
，２）であり、上述の確率に従って、それが状態１又は状態２へ遷移したのかどうかが判
定される。
【０１０９】
　３）上述のものに類似した計算方法は、このＨＭＭの連続的なフレームの特性ベクトル
の確率を取得するべく、即ち、このＨＭＭによって特徴付けられたトライフォンに対応す
る確率を取得するべく、状態３からの遷移の時点まで、且つ、このＨＭＭ上における伝播
が終了する時点まで、第三フレームの特性ベクトル及び後続のフレームの特性ベクトルに
ついて実行される。
【０１１０】
　連続的に入力される特性ベクトルの場合には、上述の方法は、それぞれのＨＭＭ上にお
ける伝播の遷移確率を算出するべく、且つ、次いで、それぞれのトライフォンに対応する
確率を取得するべく、使用される。
【０１１１】
　ステップ１０４：特性ベクトルシーケンスに対応するワードシーケンスを取得するべく
、入力として確率を使用することにより、サーチ空間内においてデコーディング動作を実
行している。
【０１１２】
　デコーディング動作は、特性ベクトルシーケンスに対応するワードシーケンスを取得す
るべく、ステップ１０３からの出力としての、特性ベクトルがそれぞれのトライフォンに
対応している確率に従って、ＷＦＳＴネットワーク内において実行される。このプロセス
は、通常、グラフサーチを実行すると共に最大スコアを有する経路を見出すサーチプロセ
スであってもよい。Viterbi アルゴリズムが、一般的なサーチ方法であり、且つ、動的な
計画方法を使用することによって演算負荷を低減するという利点を有しており、且つ、時
間同期型のデコーディングを実現することができる。
【０１１３】
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　Viterbi アルゴリズムに伴う演算の量が、実際のデコーディングプロセスにおいては、
巨大なサーチ空間に起因して、依然として非常に大きいことを考慮することにより、すべ
ての可能な後続の経路がデコーディングプロセスにおいて生成されるわけではない。その
代わりに、演算を低減するべく、且つ、演算速度を改善するべく、最適な経路に近接した
経路のみが生成される。即ち、Viterbi アルゴリズムを使用することによってサーチする
プロセスにおいては、サーチ効率を改善するべく、適切な間引き方式が使用されている。
例えば、Viterbi 列アルゴリズム又はヒストグラム間引き方式を使用することができる。
【０１１４】
　この時点において、デコーディングを通じて、特性ベクトルシーケンスに対応するワー
ドシーケンスが取得されており、即ち、認識対象の発話信号に対応する認識結果が取得さ
れている。ステップ１０１において発話認識用のサーチ空間が構築される際に予め設定さ
れたクライアント情報が追加されていることから、上述の発話認識プロセスは、通常、相
対的に正確な方式により、クライアントのローカル情報に関係する発話コンテンツを認識
することができる。
【０１１５】
　クライアントのローカル情報が、恐らくは、ユーザによって修正又は削除され得ること
を考慮することにより、本実施形態は、上述のデコーディングプロセスを通じて得られる
ワードシーケンスの精度を更に保証するべく、予め設定されたクライアント情報との間に
おいてテキストマッチングを実行することにより、ワードシーケンスの精度を検証し、且
つ、検証結果に従って対応する発話認識結果を生成する、という好適な実装方式を更に提
供している。
【０１１６】
　ある種の実装形態においては、上述の好ましい実装方式は、以下に列挙されているステ
ップ１０４－１～ステップ１０４－４を有することが可能であり、以下、図７を参照し、
これについて更に説明することとする。
【０１１７】
　ステップ１０４－１：ワードシーケンスから、予め設定されたクライアント情報に対応
する検証対象のワードを選択している。
【０１１８】
　例えば、電話をかけるアプリケーションの場合には、予め設定された主題クラスは、「
連絡先名簿内の連絡先の名前」であり、且つ、発話認識結果は、「Xiao Ming に電話をか
けなさい」というワードシーケンスである。次いで、テンプレートとのマッチングにより
、或いは、構文分析プロセスを通じて、ワードシーケンス内の「Xiao Ming」が、予め設
定されたクライアント情報に対応する検証対象のワードであると判定することができる。
【０１１９】
　ステップ１０４－２：予め設定されたクライアント情報内において検証対象のワードに
ついてサーチし、検証対象のワードが見出された場合に、精度検証に合格したと判定し、
且つ、ステップ１０４－３を実行し、さもなければ、ステップ１０４－４を実行している
。
【０１２０】
　テキストレベルにおいて正確なマッチングを実行することにより、このステップは、検
証対象のワードが、対応する予め設定されたクライアント情報に属しているかどうかを判
定し、且つ、次いで、ワードシーケンスの精度を検証している。
【０１２１】
　ステップ１０４－１の例においては、このステップは、クライアントの連絡先名簿が「
Xiao Ming」という名前の連絡先を有しているどうか、即ち、連絡先名簿内の連絡先の名
前に関係する情報が「Xiao Ming」という文字ストリングを有しているかどうか、をサー
チし、この文字ストリングが連絡先の名前内に含まれている場合に、精度検証に合格した
と判定され、且つ、ステップ１０４－３が実行され、さもなければ、ステップ１０４－４
が実行されている。
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【０１２２】
　ステップ１０４－３：発話認識結果としてワードシーケンスを使用している。
【０１２３】
　このステップが実行される際には、これは、デコーディングを通じて得られたワードシ
ーケンス内に含まれている検証対象のワードが、予め設定されたクライアント情報とマッ
チングしていることを示しており、且つ、ワードシーケンスを発話認識結果として出力す
ることにより、対応する動作を実行するべく発話認識結果を使用するアプリケーションプ
ログラムをトリガすることができる。
【０１２４】
　ステップ１０４－４：ピンインに基づいたファジーマッチングにより（ピンインは、中
国語用の公的なローマ字化システムである）、ワードシーケンスを訂正し、且つ、訂正済
みのワードシーケンスを発話認識結果として使用している。
【０１２５】
　このステップが実行される際には、これは、デコーディングを通じて取得されたワード
シーケンス内に含まれている検証対象のワードが、予め設定されたクライアント情報とマ
ッチングしていないことを示している。このワードシーケンスが発話認識結果として出力
された場合には、関連するアプリケーションプログラムは、通常、正しい動作を実行する
ことができなくなろう。従って、このケースにおいては、ピンインレベルにおけるファジ
ーマッチングを通じて、必要な訂正をワードシーケンスに対して実施することができる。
【０１２６】
　ある種の実装形態においては、上述の訂正機能は、辞書をサーチすることにより、検証
対象のワードを検証対象のピンインシーケンスに変換し、それぞれ、予め設定されたクラ
イアント情報内のそれぞれのワードを比較ピンインシーケンスに変換し、次いで、検証対
象のピンインシーケンスとそれぞれの比較ピンインシーケンスとの間の類似性の程度を順
番に算出し、且つ、類似性の程度の下降順においてソートされた後に、予め設定されたク
ライアント情報から高位にランク付けされたワードを選択し、最後に、ワードシーケンス
内において検証対象のワードを置換して訂正済みのワードシーケンスを取得するべく、選
択されたワードを使用する、いう方式によって実現することができる。
【０１２７】
　ある種の実装形態においては、二つのピンインシーケンスの間の類似性の程度は、様々
な方式によって算出することができる。本実施形態は、類似性の程度が編集距離に従って
算出される方式を使用している。例えば、二つのピンインシーケンスの間の編集距離と１
の合計の逆数が類似性の程度として使用される。編集距離は、一つの文字ストリングを別
の文字ストリングに変換するために必要とされる編集動作の最小回数を意味しており、編
集動作は、一つの文字を別の文字によって置換すること、文字を挿入すること、及び文字
を削除することを有する。一般に、相対的に小さな編集距離は、相対的に大きな類似性の
程度を意味している。
【０１２８】
　ステップ１０４－１の例においては、ワードシーケンスは、「Xiao Ming に電話をかけ
なさい」であり、且つ、検証対象のワードは、「Xiao Ming」である。「Xiao Ming」がク
ライアントの連絡先名簿内の連絡先において見出されない場合には、「Xiao Ming」は、
辞書内においてサーチすることにより、検証対象のピンインシーケンス「xiaoming」に変
換され、且つ、連絡先名簿内のすべての連絡先の名前が、対応するピンインシーケンスに
、即ち、比較ピンインシーケンスに、変換され、次いで、「xiaoming」とそれぞれの比較
ピンインシーケンスとの間の編集距離が、順番に算出され、且つ、最も短い編集距離（最
も大きな類似性の程度）を有する比較ピンインシーケンスに対応する連絡先の名前（例え
ば、「xiamin」に対応する「Xiao Min」）が、ワードシーケンス内の検証対象のワードを
置換するべく、選択され、これにより、ワードシーケンスに対する訂正が完了し、且つ、
訂正済みのワードシーケンスを最終的な発話認識結果として使用することができる。
【０１２９】
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　又、ある種の実装形態においては、まず、検証対象のピンインシーケンスとそれぞれの
比較ピンインシーケンスとの間の類似性の程度を算出することが可能であり、且つ、次い
で、下降順においてソートすることができる。ソートを通じて高位にランク付けされたい
くつかの（例えば、三つの）比較ピンインシーケンスに対応するワードが選択され、且つ
、次いで、ユーザが正しいワードをこれらから選択するように、これらのワードが、画面
出力又はその他の方式を介して、クライアントユーザに対して提示される。次いで、ユー
ザによって選択されたワードに従って、ワードシーケンス内の検証対象のワードが置換さ
れる。
【０１３０】
　以上、上述のステップ１０１～１０４を通じて、本出願による発話認識方法の特定の実
装方式について詳細に説明した。理解を促進するべく、図８を参照することが可能であり
、これは、本実施形態による発話認識の全体ブロックダイアグラムである。その内部の破
線ブロックは、本実施形態において記述されている準備フェーズに対応しており、且つ、
実線ブロックは、特定の発話認識プロセスに対応している。
【０１３１】
　本実施形態において記述されているステップ１０１は、相互作用媒体として発話を使用
しているクライアントアプリケーションプログラムが起動されるたびに実行可能であるこ
とに留意されたい。即ち、予め設定されたクライアント情報を有する、且つ、発話信号を
デコーディングするための、サーチ空間は、アプリケーションが起動されたるたびに、生
成される。或いは、この代わりに、サーチ空間は、クライアントアプリケーションプログ
ラムの最初の起動の際に生成し、且つ、次いで、保存することも可能であって、このサー
チ空間は、後から定期的に更新することができる。この結果、クライアントアプリケーシ
ョンプログラムが起動されるたびにサーチ空間を生成する時間を低減することが可能であ
り（予め生成されたサーチ空間を直接的に使用することができる）、従って、発話認識の
精度及びユーザ経験を改善することができる。
【０１３２】
　これに加えて、本出願による方法は、通常、クライアント装置上において実装される。
クライアント装置は、スマートモバイル端末、スマートスピーカ、ロボット、又は方法を
実行する能力を有するその他の装置を有する。本実施形態は、本出願による方法がクライ
アント装置上において実装されるなんらかの実装方式について記述している。但し、その
他の実装形態においては、本出願による方法は、クライアント及びサーバモードに基づい
たアプリケーションシナリオにおいて実装することも可能である。このようなケースにお
いては、準備フェーズにおいて生成されるすべてのＷＦＳＴ及び音響確率の計算用のモデ
ルをクライアント装置内に予めインストールする必要はない。クライアントアプリケーシ
ョンが起動されるたびに、対応する予め設定されたクライアント情報をサーバにアップロ
ードすることが可能であり、且つ、後から収集された認識対象の発話信号も、サーバにア
ップロードされる。本出願による方法は、サーバサイドにおいて実装されており、且つ、
デコーディングを通じて取得されたワードシーケンスは、クライアントに返されており、
これにより、本出願の技術的解決策を実現することも可能であり、且つ、対応する有益な
効果を実現することができる。
【０１３３】
　要すれば、発話信号をデコーディングするためのサーチ空間が生成された際に、予め設
定されたクライアント情報がサーチ空間内に含まれていることから、本出願による発話認
識方法は、クライアントによって収集された発話信号を認識する際に、相対的に正確な方
式により、クライアントのローカル情報に関係する情報を認識することができる。この結
果、発話認識の精度及びユーザ経験を改善することができる。
【０１３４】
　具体的には、本出願による方法は、発話認識のために、クライアント装置上において適
用される。クライアントのローカルな情報の追加に起因して、確率モデル及びサーチ空間
のサイズの低減によって生成される、認識精度が低下する、という問題点に特定の程度に
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まで対処することが可能であり、これにより、ネットワークアクセスを有していない環境
における発話認識用の要件を充足することができると共に、特定の認識精度を実現するこ
とができる。更には、ワードシーケンスがデコーディングを通じて取得された後の、本実
施形態において提供されているテキストレベル及びピンインレベルにおけるマッチング検
証解決策の採用により、発話認識の精度を更に改善することができる。実際の試験結果は
、従来の発話認識方法における文字誤り率（ＣＥＲ：Character Error Rate）が約２０％
であるのに対して、本出願の方法は、３％未満という文字誤り率を有することを示してい
る。上述のデータは、この方法が非常に有利な効果を有することを十分に示している。
【０１３５】
　上述の実施形態においては、発話認識方法が提供されているが、これに対応する状態に
おいて、本出願は、発話認識装置を更に提供している。図９を参照すれば、本出願による
発話認識装置が示されている。装置実施形態は、実質的に方法実施形態に類似しているこ
とから、その説明は、相対的に簡単である。すべての関係している部分は、方法実施形態
のその部分の説明を参照することができる。後述する装置実施形態は、例示を目的とした
ものであるに過ぎない。
【０１３６】
　本実施形態による発話認識装置は、予め設定された発話知識ソースに基づいて、予め設
定されたクライアント情報を有する、且つ、発話信号をデコーディングするための、サー
チ空間を生成するように構成されたサーチ空間生成ユニット９０１と、認識対象の発話信
号の特性ベクトルシーケンスを抽出するように構成された特性ベクトル抽出ユニット９０
２と、特性ベクトルがサーチ空間のそれぞれの基本ユニットに対応している確率を算出す
るように構成された確率算出ユニット９０３と、特性ベクトルシーケンスに対応するワー
ドシーケンスを取得するべく、確率を入力として使用することにより、サーチ空間内にお
いてデコーディング動作を実行するように構成されたデコーディングサーチユニット９０
４と、を有する。
【０１３７】
　任意選択により、サーチ空間生成ユニットは、トライフォン状態バンドリングリスト、
辞書、及び言語モデルに基づいている単一のＷＦＳＴを取得するべく、ラベル置換により
、予め設定された主題クラスに対応する予め設定されたクライアント情報を少なくとも言
語モデルに基づいている予め生成されたＷＦＳＴに追加するように構成されており、言語
モデルは、言語モデルトレーニングユニットによって予め生成されており、且つ、言語モ
デルトレーニングユニットは、言語モデルをトレーニングするためのテキスト内の予め設
定された名前エンティティを予め設定された主題クラスに対応するラベルによって置換す
るように、且つ、言語モデルをトレーニングするべくテキストを使用するように、構成さ
れている。
【０１３８】
　任意選択により、サーチ空間生成ユニットは、ラベル置換により、予め設定された主題
クラスに対応する予め設定されたクライアント情報を言語モデルに基づいている予め生成
されたＷＦＳＴに追加するように構成された第一クライアント情報追加サブユニットと、
単一のＷＦＳＴを取得するべく、予め設定されたクライアント情報が追加されたＷＦＳＴ
をトライフォン状態バンドリングリスト及び辞書に基づいている予め生成されたＷＦＳＴ
と組み合わせるように構成されたＷＦＳＴ組合せサブユニットと、を有する。
【０１３９】
　任意選択により、サーチ空間生成ユニットは、ラベル置換により、予め設定された主題
クラスに対応する予め設定されたクライアント情報を少なくとも言語モデルに基づいてい
る予め生成されたＷＦＳＴに追加するように構成された第二クライアント情報追加サブユ
ニットと、第二クライアント情報追加サブユニットが追加動作を完了した後に、トライフ
ォン状態バンドリングリスト、辞書、及び言語モデルに基づいている単一のＷＦＳＴを取
得するように構成された統合型のＷＦＳＴ取得サブユニットと、を有する。
【０１４０】
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　ここで、第二クライアント情報追加サブユニットは、認識対象の発話信号が属する予め
設定された主題クラスを判定するように構成された主題判定サブユニットと、予め設定さ
れた主題クラスに対応する、且つ、少なくとも言語モデルに基づいている、予め生成され
たＷＦＳＴを選択するように構成されたＷＦＳＴ選択サブユニットと、対応するラベルを
予め設定された主題クラスに対応する予め設定されたクライアント情報によって置換する
ことにより、予め設定されたクライアント情報を選択されたＷＦＳＴに追加するように構
成されたラベル置換サブユニットと、を有する。
【０１４１】
　任意選択により、主題判定サブユニットは、発話信号を収集するクライアント又はアプ
リケーションプログラムのタイプに従って、認識対象の発話信号が属する予め設定された
主題クラスを判定するように構成されている。
【０１４２】
　任意選択により、ＷＦＳＴ組合せサブユニットは、予測に基づいた方法を使用すること
により、組合せ動作を実行するように、且つ、単一のＷＦＳＴを取得するように、構成さ
れている。
【０１４３】
　任意選択により、確率算出ユニットは、特性ベクトルがそれぞれのトライフォン状態に
対応している確率を算出するべく、予めトレーニングされたＤＮＮモデルを使用するよう
に構成されたトライフォン状態確率算出サブユニットと、特性ベクトルがそれぞれのトラ
イフォン状態に対応している確率に従って特性ベクトルがそれぞれのトライフォンに対応
している確率を算出するべく、予めトレーニングされたＨＭＭモデルを使用するように構
成されたトライフォン確率算出サブユニットと、を有する。
【０１４４】
　任意選択により、特性ベクトル抽出ユニットは、複数のオーディオフレームを取得する
べく、予め設定されたフレーム長に従って、認識対象の発話信号に対してフレーム分割処
理を実行するように構成されたフレーム分割サブユニットと、特性ベクトルシーケンスを
取得するべく、それぞれのオーディオフレームの特性ベクトルを抽出するように構成され
た特性抽出サブユニットと、を有する。
【０１４５】
　任意選択により、装置は、デコーディングサーチユニットが特性ベクトルシーケンスに
対応するワードシーケンスを取得した後に、予め設定されたクライアント情報との間にお
いてテキストマッチングを実行することにより、ワードシーケンスの精度を検証するよう
に、且つ、検証結果に従って対応する発話認識結果を生成するように、構成された精度検
証ユニットを有する。
【０１４６】
　任意選択により、精度検証ユニットは、ワードシーケンスから、予め設定されたクライ
アント情報に対応する検証対象のワードを選択するように構成された検証対象ワード選択
サブユニットと、予め設定されたクライアント情報内において検証対象のワードについて
サーチするように構成されたサーチサブニットと、サーチサブユニットが検証対象のワー
ドを見出した際に、精度検証に合格したと判定するように、且つ、ワードシーケンスを発
話認識結果として使用するように、構成された認識結果判定サブユニットと、サーチサブ
ユニットが検証対象のワードを見出さない際に、ピンインに基づいたファジーマッチング
により、ワードシーケンスを訂正するように、且つ、訂正済みのワードシーケンスを発話
認識結果として使用するように、構成された認識結果訂正サブユニットと、を有する。
【０１４７】
　任意選択により、認識結果訂正サブユニットは、検証対象のワードを検証対象のピンイ
ンに変換するように構成された検証対象ピンインシーケンス変換サブユニットと、それぞ
れ、予め設定されたクライアント情報内のそれぞれのワードを比較ピンインシーケンスに
変換するように構成された比較ピンインシーケンス変換サブユニットと、検証対象のピン
インシーケンスとそれぞれの比較ピンインシーケンスとの間の類似性の程度を順番に算出
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するように、且つ、類似性の程度の下降順においてソートされた後に、予め設定されたク
ライアント情報から高位にランク付けされたワードを選択するように、構成された類似性
の程度算出サブユニットと、ワードシーケンス内において検証対象のワードを置換して訂
正済みのワードシーケンスを取得するべく、選択されたワードを使用するように構成され
た検証対象ワード置換サブユニットと、を有する。
【０１４８】
　更には、本出願は、別の発話認識方法を提供している。図１０を参照すれば、本出願に
よる例示用の発話認識方法のフローチャートが示されている。上述の方法実施形態と同一
の内容を有する本実施形態の部分の説明は、省略することとする。以下の説明は、その相
違点に合焦することとする。本出願による別の発話認識方法は、以下のステップを有する
。
【０１４９】
　ステップ１００１：デコーディングを通じて、認識対象の発話信号に対応するワードシ
ーケンスを取得している。
【０１５０】
　発話認識の場合には、デコーディングプロセスは、認識対象の発話信号に対応する最適
なワードシーケンスを取得するべく、発話認識用のサーチ空間内においてサーチするプロ
セスである。サーチ空間は、様々な知識ソースに基づいたＷＦＳＴネットワークであって
もよく、或いは、その他の形態のサーチ空間であってもよく、サーチ空間は、予め設定さ
れたクライアント情報を有していてもよく、或いは、そうでなくてもよく、これは、具体
的には、本実施形態においては定義されていない。
【０１５１】
　ステップ１００２：予め設定されたクライアント情報との間においてテキストマッチン
グを実行することにより、ワードシーケンスの精度を検証し、且つ、検証結果に従って対
応する発話認識結果を生成している。
【０１５２】
　このステップは、ワードシーケンスから、予め設定されたクライアント情報に対応する
検証対象のワードを選択するステップと、予め設定されたクライアント情報内において検
証対象のワードについてサーチするステップと、検証対象のワードが見出された場合に、
精度検証に合格したと判定し、且つ、ワードシーケンスを発話認識結果として使用するス
テップと、さもなければ、ピンインに基づいたファジーマッチングにより、ワードシーケ
ンスを訂正し、且つ、訂正済みのワードシーケンスを発話認識結果として使用するステッ
プと、という動作を有することができる。
【０１５３】
　ピンインに基づいたファジーマッチングによってワードシーケンスを訂正するステップ
は、検証対象のワードを検証対象のピンインシーケンスに変換するステップと、それぞれ
、予め設定されたクライアント情報内のそれぞれのワードを比較ピンインシーケンスに変
換するステップと、検証対象のピンインシーケンスとそれぞれの比較ピンインシーケンス
との間の類似性の程度を順番に算出し、且つ、類似性の程度の下降順においてソートされ
た後に、予め設定されたクライアント情報から高位にランク付けされたワードを選択する
ステップと、ワードシーケンス内において検証対象のワードを置換して訂正済みのワード
シーケンスを取得するべく、選択されたワードを使用するステップと、を有することがで
きる。
【０１５４】
　ここで、ピンインシーケンスに変換するステップは、辞書をサーチすることにより、実
現することが可能であり、且つ、類似性の程度は、二つのピンインシーケンスの間の編集
距離に従って算出することができる。
【０１５５】
　本出願による方法は、通常、発話を相互作用媒体として使用しているアプリケーション
プログラムにおいて適用することができる。このタイプのアプリケーションプログラムに
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よって収集された認識対象の発話は、クライアント情報を伴っていてもよく、本出願によ
る方法は、ワードシーケンスと予め設定されたクライアント情報との間のテキストマッチ
ングを実行することにより、デコーディングを通じて取得されたワードシーケンスの精度
を検証することが可能であり、この結果、ワードシーケンスに必要な訂正を実施するため
のエビデンスが提供される。更には、ワードシーケンスをピンインレベルにおいてファジ
ーマッチングを通じて訂正することにより、発話認識の精度を改善することができる。
【０１５６】
　上述の実施形態においては、別の発話認識方法が提供されており、これに対応する状態
において、本出願は、別の発話認識装置を更に提供している。図１１を参照すれば、本出
願による別の発話認識装置の一実施形態の概略図が示されている。装置実施形態は、実質
的に方法実施形態に類似していることから、その説明は、相対的に簡単である。すべての
関係する部分は、方法実施形態のその部分の説明を参照することができる。後述する装置
実施形態は、例示を目的としたものであるに過ぎない。
【０１５７】
　本実施形態による発話認識装置は、デコーディングを通じて、認識対象の発話信号に対
応するワードシーケンスを取得するように構成されたワードシーケンス取得ユニット１１
０１と、予め設定されたクライアント情報との間においてテキストマッチングを実行する
ことにより、ワードシーケンスの精度を検証するように、且つ、検証結果に従って対応す
る発話認識結果を生成するように、構成されたワードシーケンス検証ユニット１１０２と
、を有する。
【０１５８】
　任意選択により、ワードシーケンス検証ユニットは、ワードシーケンスから、予め設定
されたクライアント情報に対応する検証対象のワードを選択するように構成された検証対
象ワード選択サブユニットと、予め設定されたクライアント情報内において検証対象のワ
ードについてサーチするように構成されたサーチサブユニットと、サーチサブユニットが
検証対象のワードを見出した際に、精度検証に合格したと判定するように、且つ、ワード
シーケンスを発話認識結果として使用するように、構成された認識結果判定サブユニット
と、サーチサブユニットが検証対象のワードを見出さない際に、ピンインに基づいたファ
ジーマッチングにより、ワードシーケンスを訂正するように、且つ、訂正済みのワードシ
ーケンスを発話認識結果として使用するように、構成された認識結果訂正サブユニットと
、を有する。
【０１５９】
　任意選択により、認識結果訂正サブユニットは、検証対象のワードを検証対象のピンイ
ンシーケンスに変換するように構成された検証対象ピンインシーケンス変換サブユニット
と、それぞれ、予め設定されたクライアント情報内のそれぞれのワードを比較ピンインシ
ーケンスに変換するように構成された比較ピンインシーケンス変換サブユニットと、検証
対象のピンインシーケンスとそれぞれの比較ピンインシーケンスとの間の類似性の程度を
順番に算出するように、且つ、類似性の程度の下降順においてソートされた後に、予め設
定されたクライアント情報から高位にランク付けされたワードを選択するように、構成さ
れた類似性の程度算出サブユニットと、ワードシーケンス内において検証対象のワードを
置換して訂正済みのワードシーケンスを取得するべく、選択されたワードを使用するよう
に構成された検証対象ワード置換サブユニットと、を有する。
【０１６０】
　本出願は、以上においては、好適な実施形態を通じて開示されているが、これらの好適
な実施形態は、本出願を限定するべく使用されるものではない。当業者は、本出願の精神
及び範囲を逸脱することなしに、可能な変形及び変更を実施することができる。従って、
本出願の範囲には、本出願の請求項によって定義されている範囲が適用されることになる
。
【０１６１】
　通常の構成においては、演算装置は、一つ又は複数のプロセッサ（ＣＰＵ）と、入出力
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【０１６２】
　メモリは、揮発性メモリ、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ：Random Access Memory）
、並びに／或いは、例えば、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ：Read-Only Memory）又はフラ
ッシュＲＡＭなどの、不揮発性メモリなどの、コンピュータ可読メモリを含むことができ
る。メモリは、コンピュータ可読媒体の一例である。
【０１６３】
　１．コンピュータ可読媒体は、任意の方法又は技術を通じて情報ストレージを実装し得
る、永久的な、揮発性の、可動型の、且つ、非可動型の、媒体を含む。情報は、コンピュ
ータ可読命令、データ構造、プログラムモジュール、又はその他のデータであってもよい
。コンピュータのストレージ媒体の例は、限定を伴うことなしに、演算装置からアクセス
可能である情報を保存するべく使用され得る、相変化ＲＡＭ（ＰＲＡＭ：Phase-Change R
AM）、スタティックＲＡＭ（ＳＲＡＭ：Static RAM）、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ：
Dynamic RAM）、その他のタイプのランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み出し専用メ
モリ（ＲＯＭ）、電気的に消去可能なプログラム可能な読み出し専用メモリ（ＥＥＰＲＯ
Ｍ：Erasable Programmable Read-Only Memory）、フラッシュメモリ又はその他のメモリ
技術、コンパクトディスク読出し専用メモリ（ＣＤ－ＲＯＭ：Compact Disk Read-Only M
emory）、デジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ：Digital Versatile Disc）又はその
他の光メモリ、カセット、カセット及びディスクメモリ、或いは、その他の磁気メモリ装
置又は任意のその他の非送信媒体を含む。本明細書における定義によれば、コンピュータ
可読媒体は、変調されたデータ信号及び搬送波などの、一時的な媒体を含んではいない。
【０１６４】
　２．当業者は、本出願の実施形態は、方法、システム、又はコンピュータプログラムプ
ロダクトとして提供され得ることを理解するであろう。従って、本出願は、完全なハード
ウェア実施形態、完全なソフトウェア実施形態、或いは、ソフトウェアとハードウェアと
を組み合わせた実施形態を実装することができる。更には、本出願は、その内部にコンピ
ュータ使用可能プログラムコードを有する（限定を伴うことなしに、磁気ディスクメモリ
、ＣＤ－ＲＯＭ、光メモリ、及びこれらに類似したものを含む）一つ又は複数のコンピュ
ータ使用可能ストレージ媒体上において実装されたコンピュータプログラムプロダクトの
形態を有することができる。
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